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は
じ
め
に
|
|
馬
琴
・
雪
麿
と
「
女
三
国
志
」
|
|

こ
ん
ぴ
ら
ぷ
ね
り
し
ゃ
う
の
と
も
づ
な

『
金
毘
羅
船
利
生
鏡
』
(
英
泉
画
。
文
政
七
年
1
天
保
二
年
、
甘
泉
堂
刊
)
に
お
い
て
、
中
国
小
説
『
西
遊
記
」
の
翻
案
を
試
み
た
曲
亭

馬
琴
は
、
同
作
に
続
け
て
『
水
計
伝
』
の
翻
案
作
吋
傾
城
水
論
伝
』
(
豊
国
・
国
安
等
画
。
文
政
八
年

1
天
保
六
年
、
仙
鶴
堂
刊
)
を
刊
行

し
て
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
評
判
を
得
た
。
こ
れ
以
降
、
柳
亭
種
彦
の
『
傍
紫
田
舎
源
氏
」
〈
国
貞
画
。
文
政
十
ニ
年
j
天
保
十
二
一
年
、
仙
鶴

か
ん
そ
ま
が
ひ
み
た
て
ぐ
ん
だ
ん

裳
刊
)
に
代
表
さ
れ
る
、
続
き
物
の
長
編
合
巻
が
盛
行
し
、
馬
琴
も
ま
た
『
漢
楚
饗
擬
選
箪
談
』
(
国
芳
画
。
文
政
十
二
年
i
天
保
ニ
年
、

永
寿
堂
刊
。
以
下
適
宜
略
称
)
や
『
新
編
金
瓶
梅
』
(
国
貞
雨
。
天
保
二
年
i
弘
化
四
年
、
甘
泉
堂
刊
)
な
ど
、
白
話
小
説
に
取
材
し
た
複

数
の
合
巻
を
、
並
行
し
て
執
筆
す
る
こ
と
に
な
る
。

し

だ

い

『
西
遊
記
』
を
手
始
め
に
、
『
水
潜
伝
』
『
金
瓶
梅
」
と
、
い
わ
ゆ
る
「
四
大
奇
書
」
の
う
ち
三
作
品
ま
で
を
翻
案
し
た
馬
琴
で
あ
る
が
、

残
る
『
三
国
志
演
義
』
を
、
長
編
ム
口
巻
の
趣
向
源
と
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
文
政
十
二
年
刊
行
の
『
擬
選
軍
談
』
初
編
の
巻
末
に
は
、
以

1 

下
の
よ
う
な
広
告
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
作
品
も
企
画
の
み
に
終
わ
っ
て
い
る
。



2 

吉
た
い
へ
い
き
ゑ
ん
吉

擬
太
平
記
演
義
三
国
志

曲
亭
馬
琴
作

合
本
四
冊

金
八
巻

初
編

年
々
に
梓
を
つ
ぎ
て
数
編
の
大
部
に
い
た
る
べ
し

か

ら

〈

に

し

よ

〈

か

ん

ご

ぎ

こ
の
審
も
右
の
漢
楚
(
稿
者
注
、
『
擬
選
軍
談
』
〉
に
お
な
じ
。
唐
山
萄
漢
・
呉
・
親
の
た
、
か
ひ
・
を
、
『
太
平
記
』
の
世
界
に
と

ま
づ

り
な
し
て
、
一
事
も
漏
さ
ず
綴
ら
ん
と
な
り
。
こ
れ
も
亦
壌
か
ら
ず
、
つ
Y
き
て
刊
行
せ
ま
く
ほ
り
す
。
よ
り
て
且
、
そ
の
書
名

か

、

げ

い

だ

勺

げ

を
掲
出
し
て
、
四
方
の
御
ひ
い
き
方
に
、
報
た
て
ま
つ
る
に
な
ん
。

袋
入
上
本

通巻504号 (2015・1)

南
朝
国
鳳
買
を
自
任
す
る
馬
琴
の
作
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
尊
氏
を
曹
操
、
正
成
を
諸
葛
亮
に
擬
す
る
目
算
が
立
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
撰
太
平
記
演
義
三
国
志
』
(
以
下
適
宜
略
称
)
の
刊
行
予
告
は
、
翌
年
(
文
政
十
三
年
。
十
二
月
に
天
保
改
元
)
刊
行
の

だ
い
や
ま
ち
し
ろ
め
の
つ
ぢ
う?hv

馬
琴
ム
ロ
巻
『
代
夜
待
白
女
辻
占
』
(
国
貞
商
)
巻
末
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
積
彦
の
作
品
に
前
後
を
挟
ま
れ
た
そ
の
配
置
が
、
馬
琴
の

ば
か
り

気
分
を
損
ね
た
も
の
と
思
し
く
、
彼
は
西
村
屋
に
「
予
が
作
名
斗
け
づ
り
取
」
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
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天
保
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
『
擬
選
軍
談
』
第
三
編
下
映
の
巻
末
に
は
、
『
擬
太
平
記
』
の
近
刊
予
告
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し

て
吋
擬
選
軍
談
』
の
刊
行
も
、
こ
の
第
三
編
下
峡
を
も
っ
て
中
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
馬
琴
が
西
村
展
に
対
し
て
『
漢
楚
妻
擬
選
軍
談
』
を
執
筆
し
、
さ
ら
に
『
撮
太
平
記
』
の
続
刊
を
も
約
し
た
の
は
、
以
下
の

ご
と
き
事
情
に
よ
る
。

一
、
拙
作
吋
傾
城
水
許
怯
』
四
編
・
五
編
、
井
田
一
司
女
西
行
』
(
『
今
戸
土
産
女
西
行
』
。
国
貞
画
、
錦
森
堂
刊
)
等
之
合
巻
、
早
春
被

成
御
覧
候
半
と
被
存
候
。
『
(
傾
城
)
水
瀞
伝
』
、
弥
流
行
、
(
中
略
〉
百
五
六
十
金
も
売
利
可
有
之
な
ど
、
申
候
。
(
中
略
)
夫
ニ
付
、

外
板
元
も
、
こ
と
の
外
蓑
し
が
り
、

い
づ
れ
も
つ
Y
き
も
の
、
上
本
袋
入
ニ
い
た
し
度
候
ニ
付
、
「
女
一
二
国
志
」
な
ど
い
ふ
や
う
な

骨
材
、

る
物
、
ほ
り
立
申
度
よ
し
、
申
も
の
も
御
座
候
。
「
女
傾
城
」
が
う
れ
候
と
て
、
わ
が
ま
ね
を
み
づ
か
、
り
し
て
、
「
女
二
一
国
志
」
が
書

れ
可
申
哉
、
御
一
笑
可
被
下
候
。
い
づ
れ
ニ
も
、
あ
ま
り
骨
折
候
ハ
無
益
候
問
、
何
ぞ
通
俗
も
の
か
演
義
も
の
を
と
り
直
し
、
綴
り



立
遣
し
候
つ
も
り
ニ
御
座
候
。

(
文
政
十
一
年
正
月
十
七
日
付
殿
村
篠
斎
宛
馬
琴
書
翰
別
翰
)

文
政
十
三
年
正
月
二
十
八
日
付
の
、
や
は
り
篠
斎
に
宛
て
た
書
状
を
参
照
す
る
と
、
馬
琴
に
「
女
三
国
志
」
の
執
筆
を
懲
憩
し
た
「
外
板

元
」
は
永
寿
堂
で
あ
り
、
馬
琴
が
そ
の
対
案
と
し
て
提
示
し
た
、
「
通
俗
も
の
・
演
義
も
の
」
に
基
づ
く
新
作
が
、
『
漢
楚
妻
』
で
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
文
政
十
一
年
の
馬
琴
日
記
に
徴
す
る
と
、
前
渇
書
翰
の
染
筆
に
先
立
つ
正
月
十
四
日
、
西
村
屋
与
八
が
「
年
始

祝
義
の
為
」
に
著
作
堂
を
訪
問
し
て
い
る
。
同
H
の
日
記
か
ら
は
、
こ
の
折
に
両
人
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
会
話
の
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
同
月
二
十
七
日
の
日
記
に
見
え
る
、
以
下
の
ご
と
き
記
述
を
併
せ
考
え
る
と
、
ま
さ
に
十
四
日
の
「
年
始
祝
義
」
に
際

し
て
、
「
女
三
闘
志
」
の
金
閣
が
話
題
に
上
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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昼
前
、
西
村
与
八
来
ル
。

参
候
圏
、
依
被
願
、
御
趣
向
之
事
、
得
相
談
、
其
外
、
『
殺
生
石
」

一
件
之
事
等
、
御
示
談
後
、
帰
去
。

家
君
御
対
面
。
当
年
、
『
(
傾
城
)
水
滋
伝
』
大
評
判
ニ
付
、
何
卒
、
続
物
御
著
述
願
度
旨
、
早
春
被

こ
の
日
の
日
記
は
、
息
子
の
宗
伯
(
興
継
・
琴
嶺
)
が
代
筆
し
て
お
り
、
文
中
の
「
家
君
」
と
は
馬
琴
の
こ
と
で
あ
る
。
『
傾
城
水
論
伝
』

の
盛
行
を
羨
ん
だ
与
八
は
「
早
春
被
参
候
節
L

(

お
そ
ら
く
十
四
日
)
に
、
自
家
で
も
馬
琴
の
「
続
物
」
、
す
な
わ
ち
長
編
合
巻
を
刊
行
し
た

い
旨
を
闘
い
入
れ
、
同
時
に
「
女
三
国
志
」
の
企
一
闘
を
提
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
傾
城
水
溝
伝
」
の
作
者
た
る
馬
琴
に
と
っ
て
、

「
女
三
国
主
」
の
ご
と
き
安
易
な
企
て
は
、
「
我
が
真
似
を
自
ら
」
す
る
に
等
し
く
、
決
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
彼
は
、
二
十
七
日
に
改
め
て
、
「
何
ぞ
通
俗
も
の
か
演
義
も
の
を
と
り
直
し
、
綴
り
立
遣
し
候
つ
も
り
」
と
い
う
「
御
趣
向
之
事
」
を
、

与
八
へ
説
明
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

両
者
協
議
の
末
に
刊
行
の
決
ま
っ
た
『
擬
選
軍
談
』
は
、
『
通
俗
漢
楚
軍
談
』
(
『
西
漢
演
義
』
の
翻
訳
。
章
峯
・
徽
庵
訳
。
元
禄
八
年
刊
)

3 

に
描
か
れ
た
項
羽
と
劉
邦
の
抗
争
を
、
我
が
国
の
木
曾
義
仲
と
源
頼
朝
と
の
身
上
に
移
し
て
翻
案
し
た
合
巻
で
あ
る
。
馬
琴
と
し
て
は
、
ょ

り
分
量
の
少
な
い
『
漢
楚
軍
談
』
の
翻
案
作
を
先
行
し
て
執
筆
し
、
そ
の
評
判
を
見
計
ら
っ
た
上
で
、
改
め
て
吋
二
一
国
演
義
』
の
翻
案
に
取



り
組
む
胸
だ
く
み
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

4 

吋
漢
楚
費
接
選
軍
談
』
に
は
、
『
傾
城
水
餅
伝
』
の
ご
と
き
「
男
女
逆
転
」
の
趣
向
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
は
本
朝
の
婦
女
子
が
、

通巻504号 (20日・1)

唐
土
の
「
演
義
も
の
(
講
史
小
説
)
」
の
筋
立
て
を
演
じ
る
こ
と
に
、
少
な
か
ら
ぬ
無
理
や
不
自
然
が
予
想
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
『
水
掛

伝
』
の
物
語
が
、
世
話
も
の
的
な
色
彩
を
強
く
帯
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
漢
楚
軍
談
』
は
純
然
た
る
歴
史
小
説
で
あ
り
、
馬
琴
は
両
作

の
差
異
を
正
し
く
見
極
め
て
、
自
身
の
『
操
選
軍
談
』
を
「
女
漢
楚
」
に
は
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
『
擬
選
軍
談
』
の

み

た

て

爾
面
は
鎧
武
者
ば
か
り
で
色
気
に
乏
し
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
同
作
の
題
号
に
も
纏
わ
れ
た
和
漢
に
ま
た
が
る
「
擬
選
」
は
、
馬
琴
に
と
っ

て
も
会
心
の
趣
向
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
る
に
、
板
元
西
村
展
の
経
営
が
、
大
火
等
の
災
厄
に
よ
っ
て
傾
い
た
た
め
、
『
擬
選
軍
談
』

明治大学教養論集

の
刊
行
は
第
三
編
を
も
っ
て
杜
絶
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
続
作
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
『
提
太
平
記
演
義
一
二
国
志
』
も
、
未
執
筆
・
未
刊

に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

O 

お
そ
ら
く
は
、
馬
琴
も
与
八
も
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
両
人
が
新
た
な
「
続
き
物
」
に
つ
い
て
協
議
す
る
以
前
、
ム
口
巻

「
女
三
国
志
」
の
刊
行
は
、
す
で
に
他
の
審
擦
に
よ
っ
て
広
告
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
紹
介
す
る
、
墨
川
亭
君
臨
の
『
傾
城
三

国
志
』
(
国
貞
闘
。
文
政
十
一
一
一
年
j
天
保
五
年
、
喜
鶴
堂
刊
)
で
あ
る
。
佐
野
屋
喜
兵
衛
が
文
政
十
一
年
正
月
に
刊
行
し
た
、
雪
麿
作
合
巻

い
り
ふ
ね
ち
ゃ
う
ち
う
曹
の
み
な
と

『
入
船
帳
忠
義
之
湊
』
(
六
巻
二
冊
。
英
泉
画
)
巻
末
の
「
文
政
十
一
子
春
新
錆
目
録
」
に
、
「
傾
城
三
国
志

全
十
冊
(
こ
の
「
冊
」
は

「
巻
」
の
意
。

一
巻
は
五
丁
)

墨
川
亭
雪
麿
作

渓
斎
英
泉
画
」
の
近
刊
予
告
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
年
の
十
一
月
、
作
者
の
雪
麿
は
商
工
英
泉
の
紹
介
で
、
馬
琴
と
の
初
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
以
後
も
雪
麿
は
、
「
榊
原
殿
(
越
後

高
田
藩
)
内
、
田
中
源
治
事
、
雪
丸
」
と
し
て
、
幾
度
か
馬
琴
日
記
に
も
登
場
す
る
も
の
の
、
両
者
の
間
で
吋
傾
城
三
国
官
官
が
話
題
に
上



る
機
会
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

件
の
刊
行
予
告
か
ら
二
年
の
の
ち
、
「
傾
城
三
国
志
』
の
初
編
は
、
挿
画
画
工
を
国
貞
に
変
更
し
て
、
四
冊
四
十
丁
の
分
量
で
発
免
さ
れ

た
。
先
に
も
言
及
し
た
、
文
政
十
三
年
正
月
二
十
八
日
付
の
殿
村
篠
斎
に
宛
て
た
馬
琴
書
翰
の
中
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

(
前
略
。
西
村
屋
の
「
女
三
国
士
山
」
企
画
の
こ
と
な
ど
あ
り
)
今
春
の
新
板
に
、
「
女
の
三
国
志
」
出
候
よ
し
、
貴
翰
に
て
承
知
。
さ

て
/
¥
、
世
上
ニ
ハ
才
子
も
あ
る
も
の
か
な
。
「
女
の
三
国
志
」
な
ど
、

い
か
に
心
力
を
つ
ひ
や
し
候
と
も
、
愚
老
な
ど
ハ
、

つ
Y

り
得
が
た
く
思
ひ
候
ひ
し
に
、
た
や
す
く
つ
Y
り
な
し
候
ハ
、
作
者
何
人
に
や
、
ち
と
見
た
く
な
り
申
候
事
ニ
御
座
候
。

つ
ま
り
馬
琴
は
「
女
の
三
国
土
台
、
す
な
わ
ち
「
傾
城
三
国
志
』
の
作
者
が
雪
麿
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
喜
鶴
堂
に
よ
る
同
作
刊
行

の
企
て
す
ら
、
こ
の
時
点
ま
で
聞
き
及
ん
で
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

墨川亭雪麿『傾城三国志」翻刻(ー)

fこ
。同

文書
政に

主翼
年主
月手

.，.-

古屋
4、 --r

る同

署呈
宛守
馬」

の
琴 t込

書呈
翰ま

Z普
け寄

白章
作長
J¥fUl 

り'G
百 式こ
及が
は、

主E
便ア

作
被 1h
仰ヰ
下孟

健注
目馬

主女
作 意
"9ア

侮適
きう つ

菌吉
志で
』は

もな
、か
とっ

り
ょ
せ
披
問
、

一
冊
見
候
へ
パ
、
も
は
や
わ
か
り
候
問
、

そ
の
ま
、
小
児
ニ
と
ら
せ
申
候
」
の
一
文
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
『
三
国
志
演
義
」

の
筋
立
て
を
、
本
朝
の
婦
女
子
が
演
じ
る
不
自
然
は
、
か
つ
て
自
身
が
回
避
し
た
も
の
で
あ
り
、
旧
知
の
雪
麿
が
そ
の
愚
を
犯
し
て
い
る
こ

と
に
、
馬
琴
は
深
く
落
胆
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

O 

5 

以
下
本
稿
で
は
、
雪
麿
の
『
傾
城
三
国
士
山
』
全
四
編
(
未
完
)
を
翻
刻
し
て
い
く
が
、
誌
面
の
都
合
も
あ
り
、
各
編
を
二
回
に
分
け
て
紹

介
す
る
予
定
で
あ
る
。
現
在
稿
者
が
「
江
戸
風
雅
」
誌
上
で
翻
刻
し
て
い
る
、
馬
琴
の
「
傾
城
水
爵
伝
』
と
は
異
な
り
、
本
作
で
は
各
画
面

に
「
言
葉
書
き
」
(
人
物
の
台
詞
。
漫
画
の
吹
き
出
し
に
相
当
)
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
見
聞
き
一
丁
を
単
位
と
せ
ず
、



改
丁
の
位
置
を
示
す
だ
け
で
、
本
文
を
連
続
し
て
掲
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
他
の
凡
例
は
、
基
本
的
に
右
拙
稿
と
同
様
で
あ
る
(
後
掲

6 

参
照
)
。

通巻504号 (2015・1)

明
傾
城
三
国
志
』
初
編
上
映
の
物
語
は
、
原
作
『
通
俗
コ
一
国
志
』
(
湖
南
文
山
(
章
峯
)
訳
。
元
禄
四
年
刊
)
巻
一
の
「
祭
天
地
桃
園
結
義
」

か
ら
、
続
く
「
劉
玄
徳
破
黄
巾
賊
」
の
中
盤
に
ま
で
及
ぶ
。
今
回
の
翻
刻
に
際
し
て
、
特
に
稿
者
の
注
意
を
引
い
た
の
は
、
第
十
八
丁
の
彫

刻
が
、
他
に
比
し
て
明
ら
か
に
拙
劣
な
点
で
あ
る
。
特
に
裏
面
に
は
、
脱
文
や
不
自
然
な
空
白
が
あ
り
、
画
商
に
描
か
れ
た
二
人
の
人
物
に

内
u
'
H
u
v

，。，
L
M

も
、
名
前
を
示
す
名
印
が
添
え
ら
れ
て
い
な
い

(
後
掲
参
照
)
。
彫
刻
後
に
不
測
の
事
態
が
出
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は

『
傾
城
水
前
伝
同
第
九
編
の
板
木
も
一
部
焼
失
し
た
、
文
政
十
三
年
正
月
十
九
日
に
お
け
る
小
伝
馬
町
の
火
災
ゆ
え
に
、
刊
刻
聞
も
な
い
本

明治大学教養論集

作
に
も
、
何
ら
か
の
支
障
が
生
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

《注》

(
l
)

文
政
十
二
年
十
月
六
日
日
記
。
こ
の
一
件
に
関
し
て
は
、
佐
藤
悟
氏
「
馬
琴
の
潤
筆
料
と
板
元
|
|
合
巻
と
読
本
|
|
」
(
近
世
文
芸
問
。
平
成
6

年
)
に
も
言
及
が
あ
る
。

(
2
)

作
者
雪
麿
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
至
子
氏
「
墨
川
亭
雪
麿
と
戯
作
」
、
な
ら
び
に
「
墨
川
亭
雪
麿
活
動
年
譜
稿
」
(
い
ず
れ
も
『
江
戸
の
絵
入
小

説
1
l
A口
巻
の
世
界
l
l
』
所
収
。
平
成
均
年
、
ぺ
り
か
ん
社
)
に
詳
し
い
。

(
3
)

「
曲
亭
馬
琴
『
傾
城
水
激
伝
』
第
三
編
翻
刻
と
影
印
」
(
江
戸
風
雅
4
0
平
成
田
年
〉
以
下
、
同
誌
に
連
載
。
間
作
の
初
編
・
第
二
編
は
、
林
美
一

氏
に
よ
り
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
(
江
戸
戯
作
文
庫
。
昭
和

ω
・
引
年
、
河
出
書
房
新
社
)
。



凡
例

一
、
仮
名
は
一
部
を
除
い
て
、
現
行
の
ひ
ら
が
な
に
統
一
し
た
。
ま
た
、
会
話
を
示
す
「
」
や
、
句
読
・
濁
点
な
ど
を
適
宜
補
っ
た
。

一
、
読
み
誤
り
の
な
い
範
囲
で
漢
字
を
宛
て
た
。
そ
の
際
、
も
と
の
表
記
を
傍
訓
で
残
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
原
本
に
お
け
る
振
り
仮

名
は
、

一
部
を
除
き
省
略
し
た
。

あ
い
じ
る
し

て
原
本
と
の
対
照
を
容
易
に
す
る
た
め
、
合
印
(
文
章
を
読
む
順
序
を
示
し
た
記
号
)
を
も
翻
刻
す
る
が
、
多
く
は
形
の
近
い
記
号
で

代
用
し
た
。

墨川|亭;冨麿『傾城三国志」翻刻(ー)

一
、
本
文
に
は
、
内
容
に
も
と
づ
い
て
適
宜
段
落
を
設
け
た
。
ま
た
、
「
巻
(
五
丁
の
単
位
と
ご
と
に
改
段
安
行
っ
た
。

一
、
見
聞
き
が
改
ま
る
位
置
に
は
、
「

(
4
ウ
・

5
オ
ど
の
形
で
丁
数
を
示
し
た
。

一
、
各
人
物
が
初
め
て
、
も
し
く
は
久
々
に
登
場
す
る
場
面
で
は
、
原
作
『
通
俗
一
一
一
国
志
』
の
相
当
す
る
人
物
を
【
】
内
に
注
記
し
た
。

ま
た
一
部
の
地
名
や
事
物
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
処
置
を
行
な
っ
た
。
「
V
」
印
以
下
は
、
稿
者
に
よ
る
注
記
で
あ
る
。

一
、
影
印
な
ら
び
に
翻
刻
の
底
本
は
、
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。
該
本
は
合
綴
本
で
あ
る
が
、
摺
り
の
状
態
な
ど
か
ら

早
印
本
と
考
え
ら
れ
る
。
前
表
紙
見
返
し
ゃ
出
板
目
録
な
ど
、
鶴
舞
本
に
欠
け
る
部
分
は
他
本
か
ら
補
い
、
初
印
本
の
形
態
を
再
現
す
る

」
と
に
努
め
た
。

7 



《第
一
冊

表
紙
》

※
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る

8 通巻504号 (20日 ・1)明治大学教養論集

傾;1庚
城1寅
三i新
国f刊
志し

喜
初t鶴
編2堂

梓

雪
麿
作

国
貞
画

上
朕
巻
之
上

曹
操

【
V
駒
絵
内
。
中
央
は
滝
夜
文
】

V
地
模
様
で
は
、
三
本
線
と
「
国
」
「
シ
」
が
図
案
化
さ
れ

て
い
る
。

《第
一
冊

前
表
紙
見
返
し
》

雪
麿
作
/
国
貞
画

彼
書
三
国
好
男
児

此
冊
三
家
美
女
子

一
様
春
風
吹
樹
枝

万
花
岡
実
看
真
理

上
朕
上
巻

庚
寅
春
発
市
/
喜
鶴
堂
印
行



《
一
丁
表

自
序
》

墨川亨雪麿「傾城三国志』翻刻(ー)9 

(
壱
)

さ

ぷ

し

苦

だ

い

ふ

れ

副

し

ほ

ん

て

う

土
佐
節
に
傾
城
三
国
士
山
あ
り
、
義
太
夫
節
に
本
朝
三
国
志
あ
り
。

し

よ

し

き

く

わ

く

だ

う

よ

こ

ふ

す

こ

ぶ

る

か

の

し

ょ

に

っ

こ

ら

し

径

が

も

の

が

た

り

あ

め

害
廃
喜
鶴
堂
予
に
請
て
、
「
頗
彼
書
に
似
肖
き
、
長
物
語
を
縦

い

ふ

こ

け

ま

め

い

り

よ
」
と
云
。
「
普
家
が
豆
熱
い
り
や
せ
ま
い
し
、
あ
ら
れ
も
無
こ

お

っ

し

ゃ

り

ゃ

ま

の

て

そ

だ

ち

ゃ

ぷ

う

ぐ

ひ

す

ほ

ん

も

ん

か

た

こ

と

ば

か

り

ね

と
被
命
ま
せ
。
山
手
育
の
養
夫
鷲
、
ホ
ウ
本
文
も
片
言
許
、
根
か

あ

だ

く

ち

た

V

の
ほ
ん

ら
つ
ま
ら
ぬ
仇
口
ゃ
、
並
本
な
ら
作
り
も
し
ゃ
う
、
も
ふ
何
事
も

ゆ

る

し

す

ぢ

ぱ

り

い

な

ノ

¥

じ

た

い

お
赦
な
さ
れ
」
、
と
辞
す
れ
ば
主
人
筋
張
て
、
「
否
々
辞
退
が

す

ぎ

さ

か

や

み

わ

こ

と

ふ

り

あ

ん

じ

な

き

枚
酒
屋
。
ぉ
一
一
一
輪
が
文
句
も
旧
故
に
た
り
。
腹
に
案
は
無
と
て
も
、

せ

め

か

、

け

い

だ

し

ん

ち

ょ

む

ね

お

く

も

〈

ろ

〈

責
て
は
書
名
を
掲
出
し
て
、
遠
か
ら
ず
新
著
の
旨
を
、
奥
目
録
に

つ

げ

た

て

ま

っ

そ

の

は

く

け

ん

ふ

さ

が

せ

ち

こ

は

や

み

が

た

ち

ん

ぷ

ん

報
奉
り
、
其
白
圏
を
塞
ん
」
、
と
切
に
乞
れ
て
止
難
く
、
「
陳
文

か

ん

ど

ち

ん

じ

ゅ

え

ら

み

か

の

だ

い

ら

く

わ

ん

漢
土
の
陳
寿
が
撰
し
、
那
三
国
志
を
台
と
し
て
、
羅
貫
が
演
義
も

こ

き

ま

ぜ

わ

が

く

に

ち

ゃ

う

な

ぞ

ら

へ

ゑ

ん

ぎ

な

ん

ど

混
雑
っ
、
吾
邦
醍
醐
の
朝
に
摸
擬
、
延
喜
杯
は
ど
で
ど
ん
す
」
0

す

な

は

ち

お

よ

び

「
這
的
は
ゑ
ら
ひ
し
こ
ゑ
ら
ひ
」
、
と
則
披
露
に
及
し
は
、
は
や

お

と

、

し

ね

の

は

る

こ

と

し

て

う

ど

た

く

う

り

い

だ

去
々
歳
の
子
春
か
ら
、
今
草
で
丁
度
福
徳
の
、
一
一
一
年
め
で
度
発
市

し

か

う

ひ

ゃ

う

た

ま

ふ

み

や

よ

ろ

こ

び

は

な

は

だ

し

い

ま

よ

り

の

、

ち

て
、
諸
君
高
評
を
給
ひ
な
ば
、
書
臨
時
が
歓
喜
甚
く
、
自
今
己
后

と

し

ム

¥

へ

ん

を

つ

が

い

ふ

す

な

は

ち

か

ゆ

る

い

ふ

年
々
に
、
嗣
編
め
と
云
よ
し
を
、
則
序
文
に
換
と
云
。

文
政
十
三
庚
寅
春
正
月
刊
行

墨
川
亭
雪
麿
識

《注》

O
土
佐
節
の
傾
城
三
国
志
↓
定
永
五
年
序
『
通
俗
傾
城
二
一
国
士
山
』
。

O
本
朝
三
国
志
↓
近
松
の
作
で
、
事
保
四
年
初
演
。

O
あ
ら
れ
も
無
こ
と

1
↓
以
下
の
言
葉
は
、
浄
瑠
璃
「
妹
背
山
婦

女
庭
訓
』
第
四
に
お
け
る
、
お
三
輪
の
言
葉
を
踏
ま
え
る
。

O
羅
貫
↓
『
三
国
演
義
』
や
『
水
論
伝
』
の
作
者
と
さ
れ
る
羅
貫

中
。
こ
の
呼
称
は
、
馬
琴
の
誤
り
を
踏
襲
し
た
も
の
。

O
延
喜
杯
↓
「
延
喜
」
に
「
演
義
」
を
効
か
せ
る
。



《
一
丁
裏
・
ニ
丁
表
》
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く
は
む
ら
〈
ろ
た
へ

桑
邑
の
玄
妙
【
劉
備
}

V
駒
絵
『
玄
徳
」
。
玄
妙
は
原
作
の
玄
徳
に
倣
い
、
草
経
を

賊T
婦ふ
t:~ 
角i縮
【む
張
角
~ 

〈

ろ

た

へ

せ

き

ぢ

玄
妙
い
も
と
関
路
【
関
羽
】

V
駒
絵
「
闇
羽
」
。
闇
路
は
関
羽
同
様
に
青
龍
僅
月
刀
を
帯

苦2
角2
妹I
mfす
用 Jる

，..... 
張
梁
恥4



《ニ
T
裏
・
三
丁
表
》
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長5将E
野'?F~~ 
荘せ怯R
司じ問、t
【滝2
劉夜や
薄刃お
】姫日

，周司

曹
操..... 

V
駒
絵
『
曹
操
」
。

〈

る

た

へ

あ

す

か

玄
妙
い
も
と
飛
鳥
【
強
飛
】

V
駒
絵
『
張
飛
九
看
板
に
は
「
ぼ
た
ん
も
み
ぢ
」
と
あ
り
、

飛
鳥
は
猪
を
さ
ば
く
。
原
作
の
張
飛
が
肉
屋
で
あ
る
こ
と

短会
瀬2
武.，
東tの
太だ反
【映
V 。
娘
の
蒲
生
が

露
相
当



《
三
丁
裏
・
四
丁
表
》
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董日昔話
根五角i
の妹I
局E七:
F 司と!7lr
董 1 う

卓 E
..... コムえ

宝..... 
V
駒
絵
「
蓋
卓
」

東長郡i
伽主司じ
盟t教t
箱i景S
g-;..tこ，......

震i草
，...... ..... 

霊
帝..... 

V
駒
絵
の

か
た
だ

「
孫
堅
」
は
、
純
友
の
母
堅
固
に
相
当
。
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(
4
ウ
・

5
オ

東
御
殿
に
霊
蛇
出
現
)

閥
岡
阿
川
凶
人
皇
六
十
代
の
献
Y

醍
醐
天
皇
と
申
し
奉
り
、
苅
の

下
し
ろ
し
め
さ
れ
、
喜
び
を
延
べ
し
年
号
に
、
延
喜
元
年
の
こ
と

と
き
ひ
ら

な
る
が
、
菅
原
の
道
真
公
、
藤
原
の
時
平
公
、
並
び
て
朝
廷
の

ま
つ
り
ご
と

政
に
預
か
り
給
ひ
て
、
世
の
中
は
、
い
と
穏
や
か
に
治
ま
り
ぬ

せ

い

た

、

ざ

ん

か

ん

れ
ば
、
班
喜
の
型
代
と
讃
へ
し
か
ど
も
、
謹
姦
は
な
ほ
や
ま
ざ
り

け
る
。
傷
ま
し
ゃ
道
真
公
は
、
時
平
が
為
に
識
せ
ら
れ
、
何
の
罪

か
は
知
ら
ぬ
火
の
、
筑
紫
太
ギ
府
へ
さ
そ
ら
へ
の
、
身
と
な
り
給

き
さ
ら
さ

ふ
ぞ
悲
し
け
れ
。
さ
る
程
に
道
真
公
は
、
同
三
年
如
月
に
、
筑
紫

の
配
所
に
て
莞
じ
給
へ
ば
、
時
平
は
こ
れ
よ
り
し
て
、

ま

つ

り

ご

と

い

も

と

政
を
、
お
の
が
ま
に
/
¥
振
る
舞
ひ
っ
k

、
我
が
妹
は
上
皇
の
、

き

さ

き

お

ん

は

ら

み

た

ま

御
后
也
け
れ
ば
、
此
御
腹
に
神
霊
姫
【
後
漢
意
帝
〕
と
て
、

朝
廷
の

今
年

十
二
に
な
り
給
へ
る
、
皇
女
ひ
と
り
ま
し
ま
せ
し
を
、
愛
で
慈
し

む
所
よ
り
、
あ
た
か
も
天
子
の
ご
と
く
に
し
て
、
さ
も
広
大
な
る

や

か

た

み

や

t

か
し
づ

館
を
ば
、
都
東
山
に
し
つ
ら
ひ
、
そ
の
所
に
す
ゑ
置
き
て
、
停
き

で
ん

の
者
は
、
み
な
男
を
は
Y

か
る
も
の
か
ら
、
公
卿
殿
上
人
の
妻
を

ま
つ
り
ご
と
っ
か
さ
ど

選
び
、
あ
る
ひ
は
摂
政
関
白
に
擬
へ
、
そ
の
政
を
掌
ら
せ
、
百

官
百
僚
こ
と
メ
¥
く
、
備
は
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
く
、
化
粧
料
に

は
国
々
に
て
、
-
凶
凶
/
圃
剛
凶
凶
よ
き
所
の
み
多
く
付
け
ら



14 

て
う
く
わ

れ
、
審
り
に
超
過
し
た
り
け
れ
ば
、
時
の
人
、
此
館
を
名
付
け
て
、

ひ
が
し
の
お
と
ザ

東
御
殿
と
呼
。
ひ
な
せ
り
。
こ
れ
は
都
の
東
に
当
た
れ
る
、
館
さ

通巻504号 (20日・1)

ま
と
い
ふ
こ
と
由
。
か
、
り
け
れ
ば
そ
の
勢
ひ
、
を
さ
/
¥
禁
庭

に
も
劣
ら
ず
し
て
、
天
に
二
つ
の
目
、
あ
る
が
如
く
思
は
れ
け
る
。

あ

さ

か

た

は

ら

っ

ぽ

ね

朝
夕
姫
が
側
に
、
付
き
従
ふ
局
ら
は
、
お
の
づ
か
ら
権
威
あ
り
て
、

専
ら
我
意
を
振
る
舞
ひ
っ
、
、
上
を
欺
き
下
を
し
へ
た
げ
、
ほ
し

い
ま
、
に
ぞ
悶
剛
凶
/
悶
剛
凶
凶
働
き
け
る
。

明治大学教養論集

し
か
る
に
頃
は
卯
月
の
半
ば
、
あ
る
日
に
は
か
に
風
吹
き
起
こ

(
5ウ

去
柳
と
旧
池
)

ケ

り
、
神
霊
姫
の
居
間
な
り
け
る
、
天
井
の
上
よ
り
し
て
、
そ
の
丈

せ

い

じ

ゃ

く

だ

か

た

は

ら

廿
余
丈
も
あ
る
べ
き
、
青
蛇
一
つ
飛
び
下
り
て
、
姫
が
側
に
わ

だ
か
ま
れ
ば
、
姫
は
大
き
に
驚
き
給
ひ
、
「
ぁ
、
あ
」
、
と
言
ひ
っ
h

た
ち
ま
ち
に
、
目
く
る
め
き
て
倒
れ
給
へ
ば
、
侍
き
の
女
房
ら
、

慌
て
ふ
た
め
き
、
ゃ
う
/
¥
に
、
姫
を
助
け
起
こ
し
て
け
れ
ば
、
何

事
な
く
正
気
っ
き
ぬ
。
ま
づ
は
安
堵
の
思
ひ
を
な
し
、
閥
凶

(
4

ウ
・

5
オ
)
/
閣
国
齢
制
ら
V
召
し
寄
せ
て
、
か
の
青
山
山
を
、
取
り

除
か
ん
と
な
し
た
る
内
に
、

い
か
に
か
し
け
ん
、
た
ち
ま
ち
青
蛇

の
形
は
消
え
て
、
い
づ
ち
行
き
け
ん
跡
形
な
し
。
か
く
て
も
い
よ

い
か
づ
ち

ノ
¥
風
吹
き
荒
れ
て
、
雷
お
ど
ろ
/
¥
し
く
、
鳴
り
は
た
め
き
て

こ
ん
ぢ
く

坤
軸
も
、
砕
く
る
ば
か
り
の
あ
り
さ
ま
に
て
、
都
の
内
な
る
民
の

家
、
千
軒
余
り
こ
と
メ
¥
く
、
風
雨
の
た
め
に
崩
さ
れ
て
、
死
す

あ
め

る
者
限
り
な
し
。
夜
半
に
至
り
て
や
う
や
く
に
、
雨
風
も
静
ま
り

の

ら

あ

や

け
れ
ば
、
人
の
心
も
お
ち
ゐ
た
れ
ど
、
こ
れ
よ
り
後
、
怪
し
び
多

く
肱
だ

1
1
1
1
1
1
1

く
重
な
る
上
に
、
陰
謀
を
、
企
つ
る
者
あ
り
と
聞
え
ぬ
。
一

O
下
へ
一

悶
出
凶
凶
こ
れ
こ
そ
国
家
の
大
事
よ
と
て
、
姫
君
補
佐
の
女
房
た

わ
ざ
は
ひ

ち
を
、
多
く
召
し
寄
せ
「
禍
を
、
除
く
べ
き
手
立
て
ゃ
あ
る
、
い

か
Y
せ
ん
ず
」
と
あ
り
け
る
に
、

そ
の
時
座
席
を
進
み
出
づ
る
は
、



み

む

ね

た

ま

や

吉

大
内
記
三
口
【
V
字
形
不
明
確
】
の
ま
さ
ひ
ら
が
妻
玉
柳
【
楊

い

け

ふ

た

り

賜
】
、
藤
原
の
は
る
み
が
妻
旧
池
【
嘉
重
】
と
、
い
へ
る
二
人
の

女
官
ら
が
、
言
葉
等
し
く
言
ひ
け
る
は
、
「
近
ご
ろ
続
き
て
怪
異

墨川亭雪麿『傾城三国志」翻刻(ー)

の
事
、
多
く
起
こ
り
て
折
々
に
、
謀
反
の
企
て
あ
り
と
い
ふ
、
聞

叱
民
占
居

こ
え
あ
る
は
こ
れ
正
し
く
、
館
滅
ぶ
る
と
い
ふ
知
ら
せ
か
。
さ
れ

わ
ざ
は

υ

ど
も
天
な
ほ
、
我
が
君
を
捨
て
給
は
ぬ
に
や
、
禍
を
見
せ
て
、
我
々そ

ぼ

を
戒
め
給
へ
り
。
そ
の
禍
の
も
と
を
言
へ
ば
、
今
姫
君
の
お
ん
側

き
ん
じ
ゅ

近
く
、
仕
へ
申
す
近
習
の
女
房
、
そ
Y

ろ
に
権
威
を
振
る
ひ
つ
¥

へ
つ
-
り

お
の
れ
に
掘
び
る
者
を
取
り
上
げ
、
諸
は
ざ
る
を
罪
に
落
と
し
て
、

遂
に
国
家
の
臼
凶
凶
凶

(
5
ウ
)

15 

〆-¥

、、，ノ

同
刷
胤
凶
凶
禍
を
、
醸
す
る
か
ら
に
か
の
監
が
て
除
き
去
り
給
ひ

な
ば
、
禍
お
の
れ
と
消
え
ぬ
べ
し
」
と
、
秘
か
に
申
上
し
か
ど
も
、

た

ま

や

さ

ふ

る

い

け

た
ち
ま
ち
こ
の
事
漏
れ
聞
え
て
、
玉
柳
・
旧
池
両
人
と
も
に
、
か

き
ん
じ
ゅ

の
近
習
の
女
房
ら
に
、
殺
さ
れ
ん
と
し
て
け
る
を
、
人
々
旧
地
ら
が

才
を
惜
し
み
、

時
の
勢
ひ
と
は
耐
凶

命
乞
ひ
し
て
助
け
し
と
ぞ
。

凶
/
函
附
凶
凶
い
ひ
な
が
ら
、
う
た
て
か
り
け
る
あ
り
さ
ま
也
。

、

ち

き

ん

じ

ゅ

ゆ

づ

り

は

さ
て
そ
の
後
に
勢
ひ
激
し
き
、
か
の
近
習
の
女
房
ら
に
、
譲
葉

は

し

ゐ

ふ

つ

じ

め

か

り

ば

し

【
張
譲
】
、
走
井
【
趨
忠
】
、
封
皮
【
封
謂
】
、
隠
橋
【
段
珪
】
、

ふ

し

だ

け

き

ん

ら

ん

い

し

ば

し

お

く

て

節
竹
【
曹
節
】
、
金
欄
【
候
覧
】
、
石
橋
【
塞
碩
】
、
晩
稲
【
程
暖
】
、

な

つ

み

同

り

ご

ろ

も

か

ず

亙
箕
【
夏
輝
】
、
毛
衣
【
郭
勝
】
と
い
へ
る
者
、
そ
の
数
十
人
あ

じ
う
ふ
じ
ん

り
け
る
が
、
勢
ひ
盛
ん
な
る
を
も
て
、
人
こ
れ
を
、
十
婦
人
【
十

常
侍
】
と
称
へ
つ
弘
、
敬
ひ
重
ん
ぜ
ざ
る
者
な
く
、
役
に
あ
る
と

も
が
ら
は
、
皆
お
も
ね
り
詣
ひ
ぬ
。

そ
の
明
く
る
春
は
延
喜
四
年
、
甲
子
の
年
也
け
る
が
、
こ
冶
に

す
Y

か

の

こ

ふ

り

つ

の

ぐ

み

又
伊
勢
の
園
、
鈴
鹿
郡
鈴
鹿
山
に
、
苦
角
【
張
角
】
と
い
ふ
女

り

い

も

と

ひ

と

り

あ
り
。
父
母
は
や
く
身
ま
か
り
、
一
一
人
の
妹
あ
り
け
る
が
、
一
人
を

梁
【
張
梁
】
、
そ
の
次
を
、
七
宝
【
張
宝
】
と
呼
び
な
し
て
、
姉



制
三
人
み
な
閥
凶

(
6
オ
)
/
闘
国
共
に
、
世
の
常
な
ら
ず
院
し

16 

か
り
き
。
あ
る
時
十
亡
角
山
に
入
り
て
、
片
栗
の
根
を
掘
り
て
ゐ
た

通巻504号 (20日・1)

り
し
が
、
し
ば
し
憩
は
ん
と
て
か
た
は
ら
な
る
、
岩
が
ね
に
腰
う

ち
か
け
て
、
休
ら
ひ
し
そ
の
折
か
ら
、
い
づ
く
よ
り
か
来
た
り
け

mvム
』
れ
ソ

ん
、
た
ち
ま
ち
一
人
の
老
仙
あ
り
て
、
向
か
ひ
の
か
た
に
た
Y

す
み

ぬ
。
そ
の
あ
り
さ
ま
を
つ
ら
/
¥
見
れ
ば
、
眠
の
内
線
に
し
て
、
顔

わ

ら

べ

あ

か

ぎ

ば
せ
は
、
五
ツ
か
六
ツ
の
童
に
似
た
り
。
手
に
は
事
の
杖
を
つ
き
、

会

e

、

非
」
角
を
呼
び
か
け
て
言
ふ
ゃ
う
、
「
や
よ
女
よ
く
聞
ね
。
そ
も

明治大学教養論集

(
8
オ

苦
角
三
姉
妹
)

/
¥
我
は
此
山
に
、
年
久
し
く
住
ま
ひ
ぬ
る
、
南
斗
仙
人
【
南
華た

れ

老
仙
】
と
い
ふ
者
に
て
、
こ
、
に
不
思
議
の
神
書
を
持
て
り
。
誰

に
も
あ
れ
、
此
書
の
旨
を
、
明
ら
め
さ
せ
し
そ
の
上
に
て
、
よ
く

お
こ
な

道
を
行
は
し
め
、
善
を
施
さ
し
め
ん
と
思
へ
と
、
い
ま
だ
そ
の
人

を
得
ず
。
今
お
こ
と
が
様
子
を
見
る
に
、
眼
ざ
し
た

v
者
な
ら
ね

ば
、
此
番
を
授
け
て
我
が
道
を
、
行
は
し
め
ん
と
思
ふ
は
い
か
に
。

き
、
ゎ

汝
こ
れ
ら
の
事
を
聞
分
き
、
我
が
道
を
守
ら
ん
や
」
と
、
一
一
言
は
れ

ト
た
び

て
で
角
一
度
は
、
疑
ひ
惑
ふ
心
あ
り
し
が
、
た
ち
ま
ち
胸
の
内
に

思
案
を
極
め
、
ま
づ
我
が
形
を
改
め
て
、
さ
て
感
動
に
言
ひ
け
る

お
ん

は
、
「
つ
ら
/
¥
御
身
の
あ
り
さ
ま
を
、
見
奉
れ
ば
か
し
こ
く
も
、

神
の
如
く
に
思
は
れ
ぬ
。
賎
し
き
妾
を
、
大
仙
人
の
見
所
あ
り
と

の
ち

て
、
そ
の
神
進
国
の
、
旨
を
明
ら
め
さ
せ
し
後
、
道
を
行
ひ
、
善
を

か
た
じ
け
な

施
さ
し
め
ん
ず
と
、
お
ぼ
し
給
ふ
は
あ
り
が
た
さ
ま
で
、
辱
さ

あ
ら
ば
、

か
で

主ゐ芳
郭合|
蒔卜H

1"'-1 りL:I
ん/

土loJ
えはl
頭fvu
をべ 、
τ じ

かさ
Z品
し に
こ し

は
身
に
余
れ
り
。

ま
れ
ば
、
南
斗
仙
人
に
つ
こ
と
う
ち
笑
み
、
「
お
こ
と
が
心
さ
も
あ

え
う
じ
ゅ
つ

ら
ば
、
い
ざ
と
く
神
書
を
授
け
ん
ず
。
こ
は
『
太
平
要
術
』
と
名

き

た

い

付
け
て
、
又
あ
り
が
た
き
稀
代
の
書
也
。
お
こ
と
此
苫
を
熟
覧
し
、
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(
6ウ
・

7
オ

を
角
、
仙
人
と
出
会
う
)

常
に
道
を
行
ふ
て
、
専
ら
善
を
施
し
っ
、
、
天
に
代
は
り
て
人
の

世
を
、
あ
ま
ね
く
救
は
ん
こ
と
を
思
へ
。
も
し
悪
心
を
起
こ
し
な

ば
、
必
ず
し
も
身
を
滅
ぼ
す
べ
き
ぞ
」
と
、
言
ひ
っ
、
二
巻
の
書

を
取
り
出
で
、
世
角
に
授
け
に
け
れ
ば
、
#
』
角
は
お
し
戴
き
、
再

チ

拝
啓
首
し
た
り
け
る
。
か
L

る
所
に
一
障
の
、
風
さ
っ
と
吹
き
起

い

づ

く

ゆ

が

た

こ
り
、
か
の
老
仙
は
何
処
へ
か
、
行
き
方
知
ら
ず
飛
び
去
り
け
り
。

よ
る
ひ
る

か
、
り
し
程
に
+
亡
角
は
、
件
の
神
曹
を
得
て
し
よ
り
、
夜
昼
さ

歩
a
h
u噛
F

」

ら
に
怠
ら
ず
、
か
の
書
に
眼
を
さ
ら
し
け
れ
ば
、
そ
の
旨
を
早
く

閥

凶

(
6
ウ
・

7
オ
)
/
閥
凶
悟
り
て
、

遂
に
雨
を
呼
ぶ
の
術
、

た

フ

と

き

風
を
招
く
の
法
を
得
た
り
。
し
か
る
に
そ
の
噴
世
上
一
統
に
、
時

け

や

ま

ひ

の
気
の
病
流
行
し
て
、
死
す
る
者
多
か
り
け
れ
ば
、
+
亡
角
は
我
が

み

ぬ

さ

み

こ

よ

づ

る

姿
を
、
太
麻
の
硯
女
に
い
で
た
ち
つ
、
「
寄
せ
弦
・
口
寄
せ
の
上

手
に
て
、
神
道
に
志
恋
し
、
難
病
奇
疾
、
物
航
懐
の
、
祭
り
な
ん

ど
も
そ
の
も
と
を
、
明
ら
む
る
こ
と
鏡
に
も
の
¥
影
を
映
せ
る

ふ

す

い

し

る

し

如
く
也
」
と
言
は
せ
っ
、
、
あ
ま
ね
く
符
水
を
施
す
に
、
験
あ
ら

ず
と
い
ふ
こ
と
な
く
、
世
の
人
苦
角
が
も
と
に
来
た
り
て
、
析
轄

と

が

吉

ん

げ

き

ど

〈

を
乞
ひ
ま
じ
な
ひ
を
頼
み
、
そ
の
身
の
科
を
働
悔
し
て
、
奇
特
あ

や
ま
ひ

ら
ん
こ
と
を
願
ふ
に
、
み
な
そ
の
験
を
現
は
し
て
、
病
は
す
な
は



18 通巻504号 (2015・1)明治大学教養論集

(
7
ウ
・

B
オ

術
を
施
す
芭
角
)

ち
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
平
復
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
か
、
り
け
れ

ば
#
」
角
は
、
男
女
の
教
え
子
あ
ま
た
つ
き
て
、
蟻
の
蜜
に
寄
る
が

か
し
づ

ご
と
く
、
コ
一
千
六
百
人
に
及
び
、
師
匠
を
敬
ひ
侍
く
事
、
君
と
臣

と
の
ご
と
く
也
。

ひ
ぷ
ん

#
」
角
は
こ
れ
よ
り
し
て
、
心
に
非
分
の
望
み
を
起
こ
し
、
謀
反

の
企
て
し
き
り
に
し
て
、
あ
ま
た
の
教
え
子
を
四
方
に
分
か
ち
、

病
を
救
は
し
む
る
と
称
へ
て
、
大
方
・
小
方
と
名
付
け
っ
、
、
お

い

っ

ぽ

う

た

い

て

う

よ
そ
三
十
六
の
方
を
立
て
、
、
そ
の
一
部
ご
と
に
隊
長
を
置
き
、

ひ
き

一
百
人
の
、
者
ど
も
を
し
て
率
ひ
し
め
、
こ
と
に
そ
の
隊
長
に
は
、

か

う

ぷ

〈

わ

う

て

ん

た

い

へ

い

か

っ

し

将
軍
の
名
を
蒙
ら
し
め
た
り
。
「
黄
天
大
平
三
月
甲
子
」
と
、
い

ふ
こ
と
を
言
ひ
は
や
ら
せ
、
甲
子
の
ニ
字
を
符
に
書
き
て
、
世
に

む
ら
ざ
と
ま
ち
/
¥
み
や
て
ら

あ
ま
ね
く
施
し
与
へ
、
村
里
町
々
宮
寺
ま
で
、
こ
と
ふ
¥
く
此
神

た
つ
と

符
を
、
押
さ
ず
と
い
ふ
所
も
な
く
、
敬
ひ
尊
ぶ
あ
り
さ
ま
は
、

き

し

ん

-hv
い
は
い

鬼
神
を
礼
拝
す
る
に
異
な
ら
ず
。

の

ち

た

い

て

う

ま

ぐ

わ

か
く
て
後
苦
角
は
、
大
方
の
女
隊
長
、
馬
杷
【
馬
元
義
】
と
い

お
と
ぜ

ふ
者
に
、
金
銀
を
多
く
も
た
ら
し
、
東
の
御
殿
に
遣
は
し
て
、
秘

ふ
う
じ
め
か
り
ば
し

か
に
十
婦
人
に
賂
ひ
し
て
、
そ
の
心
を
結
ば
し
め
、
封
皮
・
隈
橋

ふ
う
じ
め
か
り
ば
し

二
人
の
局
に
、
内
応
の
こ
と
を
頼
み
し
に
、
か
の
封
皮
・
霞
橋
ら



も
、
贈
り
も
の
、
金
銀
の
、
多
な
る
に
目
を
く
れ
て
、
快
く
う
け

が
ひ
け
り
。

相
」
角
は
又
「
一
一
人
の
妹
、
梁
・
七
宝
に
も
今
こ
そ
は
、

心
の
機

密
を
言
ひ
聞
か
せ
、
荷
担
さ
せ
ば
や
」
と
思
ひ
し
か
ば
、
二
人
を

か
た
は
ら

側
へ
招
き
寄
せ
、
声
を
潜
め
て
言
ひ
げ
る
は
、
「
世
に
至
っ
て
得

が
た
き
も
の
は
、
只
人
の
心
に
こ
そ
。

×
/
×
今
幸
ひ
に
、
人
の

心
我
が
身
に
帰
し
て
、
我
が
身
を
ば
、
人
み
な
父
母
の
加
く
に
思

墨川亭雪麿「傾城三国志」翻刻(ー)

へ
り
。
さ
れ
ば
我
が
身
が
何
事
ま
れ
、
下
知
す
る
を
人
ご
と
に
、

部
ま
ん
や
う
は
あ
ら
ず
か
し
。
か
h

れ
ば
此
時
の
勢
ひ
に
、
乗
り

お

と

ぜ

や

す

て
東
の
御
殿
の
寓
貴
を
、
奪
ひ
取
ら
ん
は
い
と
易
し
。
も
し
猶
予

せ
ば
た
ち
ま
ち
に
、
時
を
失
ひ
て
後
悔
あ
ら
ん
。
願
ふ
は
お
こ
と

り

ほ

ゐ

ら
一
一
人
の
本
意
を
、
あ
り
の
ま
、
に
聞
か
ま
ほ
し
。
と
く
/
¥
告

げ
よ
、

い
か
に
ぞ
や
」
と
、
言
葉
せ
わ
し
く
問
ひ
か
く
れ
ば
、
そ

19 

の
時
梁
・
七
宝
も
、
う
ち
ぼ
う
笑
み
て
小
膝
を
進
め
、
言
葉
等
し

あ
ね

く
脅
ひ
け
る
は
、
「
い
か
に
も
姉
さ
ま
の
賀
ふ
如
く
、
我
々
二
人

・』・μ
-司
，

が
心
に
も
、
も
と
よ
り
望
む
所
ぞ
か
し
」
と
、
喜
ば
し
げ
に
言
承

い
く
さ

け
す
れ
ば
、
苦
角
大
き
に
喜
び
勇
み
、
「
さ
は
」
と
て
戦
の
用
意

チ

ン

を
し
っ
、
、
み
な
一
様
に
黄
な
る
旗
を
、
い
く
本
と
な
く
作
り
立

て
、
、
一
一
一
月
五
日
を
も
っ
て
、
事
を
起
こ
さ
ん
と
図
り
し
か
ば
、

駅
似
【
唐
州
】
と
い
ふ
女
子
に
、
お
の
れ
が
閥
凶

(
7
ゥ
・

8

オ
)
乙
岡
国
書
簡
を
も
た
・
り
し
て
、
秘
か
に
東
の
僻
艇
に
遣
は
し
、

ふ
う
じ
め
か
り
ば
し

か
ね
て
内
応
の
事
を
頼
み
置
き
た
る
、
封
皮
・
隈
橋
ら
に
告
げ
知

ら
さ
し
め
ん
と
、
思
ひ
し
も
の
を
思
ひ
き
や
、
唐
山
に
は
か
に
心

ふ
う
じ
め

を
変
じ
、
封
皮
ら
に
は
え
も
言
は
で
、
直
ち
に
そ
の
奉
行
所
へ
、

事
の
子
細
を
訴
へ
け
れ
ば
、
「
た
や
す
か
ら
ざ
る
事
也
」
と
て
、

だ

い

な

い

さ

と

う

か

こ
れ
よ
り
に
は
か
に
騒
ぎ
た
ち
、
大
内
記
、
藤
の
と
し
行
が
蓑
香

取
【
何
進
】
は
、
重
き
女
官
也
け
る
が
、
ま
づ
苦
角
が
入
れ
置
き

だ

い

て

う

ぐ

は

た
る
、
か
の
大
方
の
女
隊
長
、
馬
杷
を
捕
ら
へ
て
手
厳
し
く
、
拷

う
ま
ぐ
は

聞
を
還
げ
し
か
ば
、
馬
杷
苦
し
み
に
耐
へ
ざ
り
け
ん
、
子
細
逐
一

・』ル』
'ρ

、、

に
白
状
し
け
れ
ば
、
内
応
せ
ん
と
し
た
る
者
を
、
悉
く
召
し
捕

ら
へ
、
こ
れ
を
獄
に
下
し
つ
¥
か
の
馬
把
を
も
首
釧
ね
て
、
謀

反
の
頭
領
官
角
を
、
株
せ
ん
用
意
を
な
し
に
け
る
。

こ
な
た
に
は
又
苦
角
が
、
事
の
露
顕
に
及
。
ひ
し
を
、
灰
か
に
伝

へ
聞
し
よ
り
、
い
か
で
か
は
猶
予
す
べ
き
、
「
か
ね
て
よ
り
手
に

つ
け
お
き
た
る
、
者
ど
も
を
招
き
集
め
、
速
や
か
に
兵
を
起
こ
さ

て

ん

こ

う

い

ら

と

う

勺

ば

り

ん
」
と
て
、
自
ら
天
公
将
軍
と
号
し
、
中
な
る
妹
梁
を
、
地
公
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(
B
ウ
・

9
オ

香
取
、
馬
杷
を
捕
ら
え
る
)

い

も

と

じ

ん

こ

う

将
軍
と
名
乗
ら
し
め
、
末
の
妹
七
宝
を
、
人
公
将
軍
と
呼
ば
し

め
っ
、
、
百
姓
ば
ら
を
も
か
り
集
め
、
彼
ら
に
諭
し
て
言
へ
る
や

お

と

γ

ひ

じ

り

め

ぅ
、
「
今
東
の
御
殿
の
運
気
尽
き
て
、
い
と
も
か
し
こ
き
聖
女
の
、

な
ん

世
に
出
で
な
ん
時
節
な
る
に
、
汝
た
ち
ょ
ろ
し
く
天
道
に
従
ひ
、

太
平
の
世
を
楽
し
む
べ
し
」
と
、
言
ひ
聞
か
す
れ
ば
愚
か
な
る
、

百
姓
ば
ら
は
み
な
/
¥
喜
び
、
我
も
ノ
¥
と
前
後
を
争
ひ
、
来
た

り
集
ま
る
を
見
て
苦
角
は
、
悶
闘
凶
/
悶
困
凶
凶
黄
な
る
絹
に

か

し

ら

チ

て
頭
を
包
ま
せ
、
み
な
一
様
に
い
で
た
、
せ
し
を
、
世
の
人
名
付

く
わ
う
さ
ん

け
て
黄
巾
の
、
賊
婦
と
こ
れ
を
呼
び
な
し
け
れ
ば
、
今
の
世
ま

で
も
言
ひ
伝
へ
ぬ
。

あ
だ他

し
事
は
さ
て
お
き
つ
。
苦
角
は
既
に
し
て
、
四
五
千
の
兵
を

得
て
、
在
々
所
々
を
脅
か
し
、
金
銀
財
宝
を
か
す
め
取
り
、
乱
暴

た
ぐ
ひ

狼
籍
類
な
し
。
こ
れ
に
よ
り
そ
の
所
の
、
代
官
・
地
頭
も
防
ぎ
か

ね
て
、
逃
げ
隠
る
、
者
の
み
な
れ
ば
、
騒
動
斜
め
な
ら
ざ
り
け
り
。

さ
る
穂
に
、
香
取
は
か
の
せ
角
が
、
と
も
が
ら
を
こ
と
ル
¥
く
、

揚
め
捕
ら
ん
と
思
ひ
し
か
ば
、
そ
の
こ
と
を
上
へ
訴
へ
、
処
々
方
々

や

た

ベ

へ
触
れ
流
し
つ
¥
軍
勢
を
催
促
し
、
伊
賀
の
闇
司
、
矢
田
部
の

は
な
た
ち
ば
な

き
ん
も
ち
が
妻
な
る
、
直
橘
【
慮
植
】
と
い
へ
る
者
、
そ
の
他
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h

l

 

〈

9
ウ
・
叩
オ
建
を
編
む
玄
妙
)

き

よ

み

お

ほ

だ

け

か
つ
ら
井
の
清
覧
が
妻
大
嵩
【
皇
甫
嵩
】
、
参
議
よ
し
行
が
女
房

あ
か
ね

朱
根
【
朱
佳
門
】
な
ん
ど
呼
べ
る
女
子
を
大
将
と
し
て
、
今
一
一
手
に
分

か
ち
て
追
ひ
討
た
し
む
る
に
、
仲
亡
角
が
手
の
者
は
、

〈

に

ぎ

か

ひ

お

か

の
国
境
を
、
手
痛
く
侵
し
か
す
め
け
れ
ば
、
伊
勢
の
守
護
職
、
長

み
ぢ
か
せ
ぷ
と
ラ

野
の
庄
司
【
劉
罵
】
と
呼
べ
る
者
、
家
の
子
短
瀬
武
東
太
【
郷
靖

の
父
】
に
下
知
を
伝
へ
、
所
々
に
、
高
札
を
立
て
さ
せ
て
、
「
東

お

と

Y

の
御
殿
の
為
に
忠
義
を
思
は
Y
、
早
く
黄
巾
の
賊
を
滅
ぼ
す
べ
し
、

し

か

件

、

、

し

た

、

つ

峰

も

の

云
々
」
と
文
を
認
め
て
、
兵
ど
も
を
集
め
け
り
。

伊
賀
・
伊
勢

そ
の
頃
同
じ
国
閥
凶

(
8
ウ
・

9
オ
)
/
闘
困
恥
都
献
ご
船
村

お

ほ

く

わ

〈

る

た

へ

ぜ

う

ふ

と
い
ふ
所
に
、
名
を
大
桑
の
玄
妙
【
劉
備
】
と
呼
ぶ
、
女
の
丈
夫

ゐ
た
り
け
る
。
生
ま
れ
つ
き
、
言
葉
少
な
く
、
よ
く
人
に
向
か
ふ

い

や

は

ら

に
は
、
礼
厚
く
へ
り
く
だ
り
て
、
高
ぶ
る
事
は
ち
と
も
な
く
、
腹

お
も
て

立
し
き
に
も
嬉
し
き
に
も
、
そ
の
色
面
に
あ
ら
は
れ
ず
。
親
し
き

む
つ

友
に
は
睦
び
交
は
り
、
背
く
こ
と
な
か
り
け
れ
ば
、
村
の
者
ど
も

争
ふ
て
、
み
な
玄
妙
が
友
ど
ち
に
、
な
ら
ん
こ
と
を
ぞ
願
ひ
け
る
。

姿
優
し
く
丈
高
く
、
耳
ふ
さ
は
め
て
大
き
け
れ
ば
、
世
に
い
ふ
福
耳

な
ら
ん
と
て
、
人
ご
と
に
栄
ゆ
く
末
を
、
い
と
頼
も
し
く
思
ひ
け

で
ん

り
。
そ
の
先
祖
は
禁
庭
に
、
ゆ
か
り
あ
る
殿
上
人
に
て
、
勢
ひ
あ



く
だ

り
し
者
な
る
が
、
父
祖
の
噴
よ
り
民
間
に
、
落
ち
下
り
て
此
桑
村

22 

に
、
年
久
し
く
住
み
わ
び
ぬ
。
早
く
よ
り
父
を
失
ひ
、

ひ
と
り
の

通巻504号 (2015・1)

母
に
仕
へ
つ
、
、
孝
心
い
と
も
深
か
り
け
れ
ば
、
お
の
れ
手
づ
か

む

し

ろ

古

う

り

わ

・

ゅ

じ

ら
涯
を
織
り
、
あ
る
ひ
は
草
履
・
草
軽
な
ど
も
、
作
り
て
こ
れ
を

t
り

は

ひ

た

つ

み

か

た

売
り
し
ろ
な
し
、
生
業
に
ぞ
し
た
り
け
る
。
家
の
辰
巳
の
方
に
当

た
り
て
、
高
さ
五
丈
に
余
り
た
る
、
桑
の
木
の
あ
り
け
る
が
、
は

る
か
に
悶
剛
凶
/
悶
剛
刷
出
こ
れ
を
望
み
見
れ
ば
、
枝
葉
草
川
と

生
ひ
茂
り
、
衣
笠
に
似
た
る
に
ぞ
、
行
き
来
の
人
も
こ
れ
を
見
て
、

明治大学教養論集

(
叩
ウ

玄
妙
を
見
み
が
め
る
飛
鳥
〉
※
国
会
本

の

ち

た

ふ

と

世
の
常
な
ら
ず
と
怪
し
み
思
ひ
、
此
家
よ
り
後
必
ず
、
尊
き
玄
/

お
の

X
位
に
昇
る
べ
き
、
人
出
で
な
ん
と
言
ひ
あ
ひ
け
れ
ば
、
自
づ
か

l

i

-

-

l

J

I

l

l

1

1

1

お
括
〈
わ

ら
あ
だ
名
し
て
、
一
次
へ
一

(
9
ウ
・
叩
オ
)
/
一
続
き
一
大
桑
の
玄
妙
と

て
、
あ
た
り
に
知
ら
ざ
る
者
も
な
し
。

つ
の
ぐ
み

さ
る
程
に
玄
妙
は
、
か
の
苦
角
の
と
も
が
ら
が
、
鈴
鹿
山
に
起

つ
は
も
の

こ
り
け
れ
ば
、
今
専
ら
国
々
よ
り
、
兵
を
招
か
ん
と
て
、
こ
、
に

く

だ

ん

ふ

だ

も
件
の
高
札
を
、
立
た
る
を
つ
ら
/
¥
眺
め
、
し
ば
し
嘆
息
し
て

か
た

我
が
宿
へ
、
た
ち
帰
ら
ん
と
す
る
穏
に
、
後
ろ
の
方
よ
り
声
か
け

お

ん

て

う

か

て
、
「
こ
ゃ
な
う
姉
御
待
ち
給
へ
。
御
身
は
な
ど
て
朝
家
の
為
に
、

助
け
と
な
る
べ
き
心
も
な
く
、
只
い
た
づ
ら
に
嘆
息
し
て
、
空
し

ま

ゐ

ひ

め

ご

ぜ

く
帰
ら
ん
と
し
給
ふ
ぞ
。
見
参
ら
す
れ
ば
姫
御
前
な
れ
ど
も
、
を

で
う

さ
ノ
¥
丈
夫
に
劣
ら
ざ
る
、
姿
形
に
見
え
な
が
ら
、
言
ふ
甲
斐
な

し
」
と
噺
る
を
、
玄
妙
は
何
者
ぞ
と
、
後
ろ
の
方
を
返
り
見
れ
ば
、

は

た

ち

年
の
噴
は
ニ
十
に
も
や
、
な
る
ら
ん
と
見
ゆ
る
女
子
の
、
色
黒
く

ほ

う

ぽ

ね

お

と

が

ひ

し
て
目
は
丸
く
、
頬
骨
立
ち
て
聞
と
が
り
、
さ
も
む
く
つ
け
さ
・

/
A
'姿
也
。
玄
妙
は
、
ま
づ
そ
の
名
を
聞
は
ん
と
、
「
し
か
言
ふ

お
こ
と
が
名
は
何
と
、
呼
ば
れ
給
ふ
」
と
問
ひ
か
く
れ
ば
、
件
の

あ
す
か

女
子
は
進
み
寄
り
、
「
妾
は
当
所
に
住
ま
ひ
し
て
、
名
を
ば
飛
鳥



ゐ
の
こ

【
張
飛
】
と
呼
ば
れ
侍
り
。
家
な
ん
ど
を
切
り
売
り
し
て
、
居
酒

作
日
晴
れ
V
H
H巾

nv

屋
を
生
業
と
す
る
、
賎
し
き
身
で
は
あ
な
れ
ど
も
、
少
し
く
田
畑

も
持
ち
た
る
故
、
さ
の
み
貧
苦
と
い
ふ
に
も
あ
ら
ね
ば
、
常
々
そ

の
名
の
聞
え
あ
る
、
女
子
を
友
と
し
交
は
り
て
、
そ
を
楽
し
み
と

よ

ふ

だ

す
る
も
の
か
ら
、
只
今
こ
、
を
過
ぎ
る
折
節
、
御
身
高
札
の
も
と

に
た
Y

す
み
て
、
ほ
と
ノ
¥
嘆
息
し
給
ふ
は
、
故
こ
そ
あ
ら
め
聞

か
ま
ほ
し
」
と
、
言
ふ
に
玄
妙
容
へ
て
言
ふ
ゃ
う
、
「
妾
も
今
は

落
ち
ぶ
れ
て
、
見
る
影
も
な
き
身
な
れ
ど
も
、
遠
つ
親
は
禁
庭
に
、

墨川亭雪麿『傾城三国志」翻刻(一)

白
川
闘
凶

(
叩
ウ
)
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《
第
一
冊

後
表
紙
封
面
》

※
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る

V
「
文
政
十
三
年
寅
春
新
彫
目
録
」
。
冒
頭
の
『
水
潜
伝
宮
駅
傑

大
双
六
』
は
、
喜
鶴
堂
と
鶴
屋
喜
右
衛
門
・
加
賀
屋
官
右

衛
門
・
西
村
展
与
八
が
刊
記
に
名
を
連
ね
る
『
水
潜
伝
叢

傑
双
六
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。



《
第
二
冊

表
紙
》

24 通巻504号 (20日・1)明治大学教養論集

ω
り
い
せ
い
さ
ん
ご
く
し
し
よ
へ
ん

傾
城
二
一
闘
志
初
編

事
鶴
堂
梓

庚
寅
新
刊

玄
徳
【
V
駒
絵
内
。
中
央
は
玄
妙
】

雪
麿
作

国
員
画

上
映
巻
之
下

《
第
二
冊

前
表
紙
見
返
し
》

雪
麿
作

文
政
寅
春

〔
初
輯
八
冊
〕

傾
城
三
国
志

国
貞
画

喜
鶴
堂
梓

〔
上
映
下
巻
〕
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1
I
l
l
l
I
l
l
1
1
1
l
A

ゆ

か

り

三
の
巻
よ
り
一
お
ん
由
縁
あ
る
殿
上
人
に
て
、
父
祖
の
噴
よ
り
落
ち

く

だ

く

ろ

た

へ

下
り
て
、
今
は
し
も
か
く
な
り
果
て
ぬ
。
名
を
大
桑
の
玄
妙
と
、

勺
の
ぐ
み

呼
ば
る
、
者
に
て
侍
る
か
し
。
近
き
頃
鈴
鹿
山
の
、
賊
婦
苦
角
兄を

か

弟
の
者
、
道
に
背
き
て
謀
反
を
・
/
圃
起
こ
し
、
在
々
所
々
を
侵

し
か
す
め
、
騒
動
す
る
こ
と
移
し
。
我
が
身
彼
ら
を
討
ち
平
ら
げ

な
ば
、
少
し
は
御
代
の
助
け
共
、
な
り
な
ん
と
は
思
ひ
な
が
ら
、

ほ

ゐ

力
足
ら
ぬ
を
い
か
に
せ
ん
。
い
と
本
意
な
く
も
お
ぼ
ゆ
る
也
」
と
、

量川亭雪麿『傾城三国志」翻刻(ー)25 

(
刊
オ

高
札
を
眺
め
る
玄
妙
)

た
な
そ
こ

語
る
に
飛
鳥
は
掌
を
、
は
た
と
打
っ
て
文
言
ふ
や
う
、
「
さ
て
は

御
身
と
妾
が
心
と
、
よ
く
も
か
な
ひ
て
侍
る
か
し
。
し
か
思
ひ
給

む

つ

い

っ

た

り

む

た

り

ふ
と
な
ら
ば
、
妾
が
臨
び
語
ら
ふ
友
が
き
、
五
人
六
人
も
侍
る
ベ

し
。
そ
れ
ら
と
共
に
閥
凶
(
日
オ
〉
/
岡
国
志
を
、
合
は
し
て
大

義
の
は
か
り
ご
と
を
、
め
ぐ
ら
さ
ん
は
い
か
に
か
あ
ら
ん
」
と
、

言
ふ
に
玄
妙
う
ち
領
き
、
「
御
身
の
言
葉
し
か
る
べ
し
。
は
や
と

い

へ

ゐ

さ

か

な

く
来
ま
せ
」
と
伴
ひ
で
、
お
の
が
家
居
に
立
帰
り
、
ま
づ
酒
肴
を

調
へ
て
、
盃
を
巡
ら
し
っ
、
、
と
さ
ま
か
う
さ
ま
相
は
か
る
、
折

そ

と

も

お

と

な

く

ろ

た

へ

か
ら
外
商
に
人
の
来
て
、
訪
ふ
声
の
し
て
け
れ
ば
、
玄
妙
は
飛
鳥

に
告
げ
て
、
し
ば
し
そ
の
坐
を
外
し
っ
、
、
表
の
方
に
立
出
で
¥

見
れ
ば
ひ
と
り
の
旅
女
が
、
草
荘
一
足
買
は
ん
と
て
、
桑
の
木
の

も
と
に
た
Y
す
み
ゐ
た
り
。
玄
妙
つ
く
メ
¥
と
彼
を
見
る
に
、
身

の
丈
高
く
赤
ら
顔
に
で
、
口
び
る
赤
く
頬
ふ
く
ら
み
て
、
ま
な
じ

い

ね

か

ほ

か

た

ち

り
長
く
切
れ
上
が
り
、
眉
は
蚕
の
寝
た
る
に
似
て
、
顔
形
世
の
常

な
ら
ず
、
男
勝
り
と
見
え
け
れ
ば
、
玄
妙
は
心
の
内
に
、
感
じ
け

れ
ど
も
打
つ
け
に
、
そ
の
名
を
聞
か
ん
も
さ
す
が
に
て
、
ま
づ
は

お

も

て

ま

ゐ

や
面
を
和
ら
げ
て
、
「
お
客
に
は
よ
く
こ
そ
来
ま
し
た
れ
。
見
参

よ

ら
す
れ
ば
遠
き
国
よ
り
、
此
わ
た
り
を
過
ぎ
ら
せ
給
ふ
、
長
き
旅
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〈
刊
ウ
・

η
オ

関
路
、
草
鞍
を
求
め
る
)

お
ん
か
た

寝
の
御
方
と
、
見
受
け
侍
る
に
し
ば
し
が
程
、
腰
う
ち
掛
け
て
休

ら
ひ
給
へ
。
渋
茶
也
と
も
参
ら
せ
ん
。
苦
し
か
ら
ず
は
い
ざ

し
ら
う
と

/
¥
」
と
、
素
人
な
ら
ぬ
玄
妙
が
、
い
と
ま
め
だ
ち
た
る
愛
想
に
、

〈
だ
ん

件
の
女
子
喜
び
て
、
か
た
へ
の
床
凡
に
尻
う
ち
掛
け
て
、
「
さ
ら

ι
冒
せ
る

ば
一
服
吸
ひ
侍
ら
ん
」
と
、
言
ひ
っ
h

煙
管

8
/
8取
り
出
だ
し
、

煙
草
く
ゆ
ら
せ
さ
て
言
ふ
ゃ
う
、
「
い
つ
も
弥
生
の
常
な
が
ら
、

か
う
天
気
さ
へ
麗
ら
か
に
、
続
け
ば
い
と
Y
気
も
浮
き
立
ち
、
妾

たび-一っと

の
や
う
な
旅
人
は
、
一
窓
口
ふ
も
さ
ら
也
お
身
た
ち
も
、
こ
よ
な
き
幸

告

w
o
p

・
t

・ep

ひ
な
ら
ん
か
し
。
余
り
天
気
の
よ
さ
に
浮
か
れ
て
、
遠
近
を
さ
ま

よ
ひ
歩
き
、
あ
た
ら
事
睦
を
踏
み
切
ら
し
て
、
岡
凶
(
日
ウ
・
ロ

オ
)
/
岡
国
ゃ
く
な
き
こ
と
よ
」
と
言
ひ
な
が
ら
、
吊
せ
し
背
中
睦

を
一
足
取
り
て
、
し
ご
し
ら
へ
す
る
か
た
へ
よ
り
、
玄
妙
が
ま
た

言
ふ
ゃ
う
、
「
弥
生
と
い
へ
ど
ま
だ
寒
く
て
、
何
と
や
ら
時
候
の

わ

る

げ

や

ま

ひ

悪
さ
に
、
近
く
は
時
の
気
の
病
さ
へ
、
世
上
に
い
た
く
流
行
し
て
、

事

、

さ

は

死
す
る
者
も
あ
り
と
聞
ぬ
。
お
客
に
は
そ
れ
ら
の
障
り
も
な
く
、

ま
し
ま
す
は
喜
び
な
ら
め
。
そ
が
よ
に
又
此
噴
は
、
近
き
わ
た
り

が

う

た

う

お

か

に
強
盗
起
こ
り
て
、
あ
な
た
こ
な
た
の
村
々
を
、
侵
し
か
す
め
て

穏
や
か
な
ら
ぬ
、
噂
の
み
聞
こ
え
侍
る
に
、
御
身
も
旅
の
道
す
が



ら
、
そ
こ
ら
の
用
心
し
給
へ
」
と
、
言
ふ
に
件
の
女
答
へ
て
、

「
さ
れ
ば
と
よ
此
程
は
、

と
に
か
く
世
の
中
騒
が
し
き
に
、
女
子

の
身
に
て
一
人
旅
は
、

い
と
す
Y

ろ
に
も
覚
束
な
く
、
思
ひ
給
ふ

は
無
理
な
ら
ね
ど
、
妾
は
幼
き
頃
よ
り
し
て
、
女
子
に
似
気
な
き

ぬ
す

武
芸
の
道
を
、
少
し
く
心
が
け
た
れ
ば
、
し
や
つ
ら
の
如
き
盗
人

の
、
十
人
や
廿
人
は
、
物
の
数
と
も
忠
は
ね
ど
、
か
の
鈴
鹿
山
の

つ

の

ぐ

み

は

い

〈

わ

い

き

、

十
亡
角
ら
は
、
数
百
人
の
党
を
結
び
て
、
俳
御
す
る
よ
し
聞
ぬ
る
が
、

い
か
で
妾
に
力
を
添
ゆ
る
、
人
し
も
あ
ら
ば
し
や
つ
ら
を
、
微
塵

墨川亭雪麿『傾城三国志」翻刻(ー)

に
な
さ
ん
と
思
へ
ど
も
、
力
足
ら
ぬ
を
い
か
に
せ
ん
」
と
、
息
つ

き
つ
、
物
語
れ
ば
、
玄
妙
は
秘
か
に
喜
び
、
「
ま
こ
と
や
こ
れ
も

い
つ
ぴ

我
が
身
の
為
に
、
一
替
の
助
け
と
な
る
者
也
。
こ
れ
を
も
友
に
語

ら
ひ
入
れ
ん
」
と
、
思
案
を
し
っ
、
又
言
ふ
ゃ
う
、
「
最
前
よ
り

わ

ろ

も

だ

つ
い
で
悪
さ
に
黙
し

御
身
が
名
を
、
問
ひ
た
く
は
恩
ひ
侍
れ
ど
、

侍
り
。
御
身
が
今
の
言
葉
に
つ
き
て
、
妾
が
上
も
打
ち
明
け
し
、

上
に
て
秘
か
に
語
る
べ
き
、
訳
も
あ
な
れ
ば
う
ち
解
け
て
、
ま
づ

名
を
名
乗
り
て
聞
せ
給
へ
。
こ
と
詩
し
く
思
は
れ
ん
が
、
話
の
内

27 

に
お
の
づ
か
ら
、
疑
ひ
は
解
け
侍
ら
ん
に
」
と
、
勧
む
る
言
葉
に

彼
の
女
は
、

一
識
に
及
ば
ず
ほ
う
笑
み
て
、
「
数
な
ら
ぬ
身
の
名

を
告
げ
ん
も
、
を
こ
が
ま
し
う
は
侍
れ
ど
も
、
妾
は
も
と
河
内
の

た

ぜ

み

の

み

江

み

の

こ

ふ

り

せ

き

ち

園
、
丹
南
郡
、
た
ぢ
み
の
南
の
者
に
し
て
、
名
を
は
関
路

【
関
羽
】
と
呼
ば
れ
侍
り
ぬ
。
先
つ
年
我
が
住
む
里
の
、
剛
勇
な

る
者
ど
も
ら
が
、
お
の
が
勢
ひ
あ
る
に
任
し
て
、
妾
を
い
た
く
侮

り
つ
」
、
し
ば
/
¥
辱
め
ら
れ
て
憤
り
に
、
堪
へ
ざ
り
け
れ
ば
こ

あ

ぷ

み

ぢ

れ
ら
を
殺
し
て
、
妾
は
そ
れ
よ
り
近
江
路
な
る
、
琵
琶
湖
の
ほ
と

と

ぜ

と

せ

ζ

た
び

り
に
身
を
逃
れ
、
五
年
六
年
流
浪
し
て
、
此
度
此
わ
た
り
へ
さ
ま

よ
ひ
来
た
り
ぬ
。
し
か
る
に
今
黄
巾
の
賊
婦
、
蜂
の
如
く
に
起
こ

つ
は
も
の

り
け
れ
ば
、
国
々
の
守
護
地
頭
よ
り
、
令
を
下
し
て
兵
を
、
招
く

ち
ゃ
う
か

よ
し
の
聞
え
し
か
ば
、
い
か
で
我
に
も
助
け
あ
ら
ば
、
朝
家
の
お

ち
ゃ
う
お
ん

ん
為
に
身
を
粉
に
砕
き
、
い
さ
さ
か
朝
思
に
報
ぜ
ん
と
の
、
真
心

に
で
侍
る
か
し
」
と
、
告
ぐ
れ
ば
玄
妙
い
よ
/
¥
喜
び
、
「
よ
く

こ
そ
思
ひ
起
こ
し
給
ひ
ぬ
。
わ
な
み
が
心
も
御
身
と
等
し
く
、
と

く
よ
り
し
か
思
ひ
侍
れ
ど
、
助
け
な
き
を
如
何
に
せ
ん
。
し
か
る

あ

に
最
前
図
ら
ず
も
、
御
身
と
妾
が
志
に
、
等
し
き
夫
人
に
出
会
ひ

侍
り
ぬ
。

そ
の
訳
は
か
ゃ
う
/
¥
、

ル
¥
」
と
、
飛
鳥
が
こ
と
を
も
詳
ら
か
に
、
告
げ
て
他
事
な
く
も

ゐ宮本
V

』
ル
」

て
な
せ
ば
、
関
路
は
喜
び
に
堪
へ
ず
し
て
、
「
真
に
天
の
助
け
ぞ

そ
の
女
子
の
名
は
し
か
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〈
ロ
ウ
・
悩
オ

団
属
す
る
三
姉
妹
)

ま
み

か
し
。
さ
ら
ば
わ
な
み
も
そ
の
人
に
、
見
え
て
共
に
全
/
全
心
の

底
を
、
打
明
か
し
て
釧
顎
の
、
交
は
り
を
結
び
な
ん
」
と
、
一
言
ふ

に
任
し
て
玄
妙
は
、
関
路
を
伴
ひ
飛
鳥
が
ゐ
る
、
坐
敷
に
至
り
て

つ
ぱ詳

ら
か
に
、
事
の
や
う
を
説
き
聞
か
す
れ
ば
、
飛
鳥
も
共
に
喜
び

チ

て
、
関
路
と
初
対
面
の
一
札
終
は
り
、
ま
た
盃
を
巡
ら
す
程
に
、

か

た

ち

み

た

り

飛
鳥
は
容
を
正
し
て
雷
ふ
ゃ
う
、
「
か
く
三
人
ま
で
志
の
、
同
じ

友
ど
ち
集
へ
る
か
ら
は
、
近
き
に
義
兵
を
起
こ
す
べ
し
。
そ
れ
に

っ
き
友
ど
ち
の
、
義
に
背
か
ざ
る
し
る
し
に
は
、
閥
凶
(
ロ
ウ
・

日
オ
)
/
岡
出
三
人
と
も
に
兄
弟
の
、
縁
を
結
ば
V

い
か
に
か
あ

み

た

り

ら
ん
。
玄
妙
の
万
自
は
コ
一
人
の
内
に
て
、
こ
と
に
年
長
け
て
見
え

チ

ご

り

ゃ

う

給
へ
ば
、
一
の
姉
と
な
り
給
へ
。
関
路
御
寮
は
わ
な
み
よ
り
、
年

か
さ
少
し
勝
り
給
は
ん
。
さ
す
れ
ば
そ
の
次
と
な
り
給
へ
。
わ
な

み
最
も
年
な
ほ
若
し
、
末
の
い
も
と
〉
な
り
侍
ら
ん
。
い
ざ
と
く

/
¥
」
と
勧
め
け
れ
ば
、
関
路
も
っ
と
も
と
同
心
し
て
、
閥
凶

(
日
ウ
-
H
オ
)
/
閣
凶
飛
鳥
と
共
に
坐
を
へ
り
く
だ
り
て
、
礼

〈
ろ
た
へ

を
厚
う
し
て
大
桑
の
、
玄
妙
を
姉
と
敬
ひ
け
れ
ば
、
玄
妙
こ
れ
を

姉2辞
と退
、し
いて
は
す1 ー「

χ ゎ
は亨

2手
恥か
づき
か 勝
しり
o t.こ

願り
ふと
はも

E三
ら拙
ニ全く
人りし
のて
内大
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(
旬
ウ
・
刊
同
オ

桃
園
の
妥
)

に
て
、
第
一
の
席
に
強
し
給
へ
」
と
、
辞
む
を
関
路
は
聞
あ
へ
ず
、

「
飛
鳥
の
万
自
の
裁
判
は
、

そ
の
現
に
当
た
り
て
言
ひ
分
あ
ら
じ
。

こ
は
才
徳
を
論
ぜ
ず
し
て
、
年
の
長
少
に
・
/
・
よ
れ
る
也
。
長

者
を
敬
ふ
は
天
理
な
ら
ず
や
。
そ
を
辞
み
給
ふ
こ
と
か
は
」
と
、

ふ

た

、

び

た

び

か

み

の

ぼ

ご
度
三
度
説
き
勧
め
て
、
わ
り
な
く
上
に
お
し
上
す
れ
ば
、
玄
妙

つ
ひ
に
そ
の
議
に
任
せ
け
り
。

う

し

ろ

色

i
b

ぞ
の

飛
鳥
重
ね
て
一
一
人
に
言
ふ
や
う
、
「
妾
が
家
の
後
に
は
、
桃
園

さ
む
b

あ

す

の
候
ふ
が
、
幸
ひ
花
の
廉
り
也
。
明
日
は
我
が
家
へ
来
た
り
給
へ
、

み

た

り

天
地
を
杷
り
て
三
人
共
に
、
生
死
の
誓
ひ
を
な
し
侍
ら
ん
」
と
、

お
の
/
、

言
ふ
に
玄
妙
・
関
路
は
喜
び
、
各
々
そ
の
意
に
従
ひ
け
り
。

ぞ
の

か
く
て
そ
の
次
の
日
に
、
か
の
桃
園
に
う
ち
集
ひ
て
、
様
々
な

る
供
船
舶
を
供
へ
て
、
天
地
を
耐
り
て
も
ろ
共
に
、
再
拝
し
て
誓
つ

み

た

り

こ

と

て
い
は
く
、
「
今
こ
の
三
人
の
氏
素
性
は
、
み
な
異
な
り
と
申
せ

ど
も
、
と
も
に
鵬
艇
の
義
を
結
び
て
、
心
等
し
く
力
を
合
は
せ
、

か

み

し

も

閥
凶
(
は
ウ
・
日
オ
)
/
嗣
凶
上
は
国
恩
を
報
じ
、
下
は
万
民
を

今
は
辞
す
る
に
由
な
く
、

救
ひ
な
ん
。
望
む
ら
く
は
同
年
同
月
間
日
に
、
死
す
る
事
こ
そ
願

く
わ
う
て
ん
こ
う
ど

は
し
け
れ
。
皇
天
后
土
我
々
が
、
比
心
を
照
覧
ま
し
/
¥
、
も
し

ひ
と

義
に
背
き
恩
を
忘
れ
ば
、
天
人
と
も
に
株
数
す
べ
し
。
あ
な
か
し
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(
H
H

ウ
・
情
オ

世
平
ら
、
馬
を
曳
き
至
る
)

み

た

り

こ
あ
な
か
し
こ
」
と
、
記
り
終
は
り
て
玄
妙
が
、
母
を
三
人
の
母

と
し
崇
め
、
さ
て
同
じ
里
の
内
に
も
、
器
量
す
ぐ
れ
し
女
ば
ら
は
、

み
な
来
た
り
集
ま
り
て
、
三
百
余
人
に
及
び
け
れ
ば
、
彼
ら
を
も

あ

す

桃
園
に
、
集
へ
て
酒
を
飲
ま
し
め
つ
¥
明
日
よ
り
放
を
挙
げ
ん

と
す
る
に
、
飼
ひ
馬
一
匹
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、

い
か
に
せ
ん
と
も
ろ

共
に
、
案
じ

O
/
Oわ
づ
ら
ふ
そ
の
折
か
ら
、
「
誰
と
は
知
ら
ね

皐
町
宮
孟
田
和
』

ど
数
多
の
人
々
、
多
く
の
馬
を
引
か
せ
つ
¥
此
所
へ
向
か
ひ
来

た
る
」
と
、
告
ぐ
る
も
の
、
あ
り
け
れ
ば
、
玄
妙
は
小
躍
り
し
て
、

そ
と
も

「
こ
れ
天
の
我
が
輩
を
、
助
け
給
ふ
所
也
」
と
て
、
外
面
に
立
出

で
眺
む
る
は
し
に
、
は
や
間
近
く
ぞ
来
り
け
る
。
玄
妙
は
此
人
々

を
、
桃
聞
に
迎
ひ
入
れ
て
、
「
今
日
な
ん
こ
、
に
て
花
見
の
宴
を
、

催
す
折
か
ら
卒
ひ
也
」
と
、
刑
肴
・
官
官
改
め
て
、
飛
鳥
・
閑
路
と
も

ろ
共
に
、
数
多
の
人
に
勧
め
け
れ
ば
、
人
々
喜
ぶ
こ
と
大
方
な
ら

ず
、
圃
附
閣
凶
(
日
ウ
〉
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(
筒
ウ
・
時
オ

得;I 

物

季L
す
る

姉
妹

(
四
)

闘
凶
中
に
も
蹴

rち
た
る
男
が
、
坐
を
進
み
て
言
ふ
ゃ
う
、
「
我

ふ

た

り

あ

き

ひ

と

り

は

ほ

り

や

よ

士
一
人
は
尾
張
の
国
の
、
商
人
に
て
候
ひ
ぬ
。
一
人
は
名
張
麗
世

平
門
張
世
平
】
と
呼
ば
れ
、
今
ひ
と
り
は
、
蘇
双
毘
候
兵
衛
【
蘇

双
】
と
呼
ば
る
』
者
な
り
。
年
ご
と
に
都
へ
至
り
て
、
馬
を
商
ひ

の

ぼ

よ

候
が
、
こ
た
び
又
都
へ
よ
ら
ん
と
て
、
当
国
鈴
鹿
山
の
麓
を
過
ぎ

と
v

る
に
、
黄
巾
の
賊
婦
ら
が
為
に
、
道
を
遮
り
止
め
ら
れ
、
往
来
悩

こ
き
ゃ
う

ま
し
か
る
に
よ
り
、
空
し
く
故
郷
に
、
帰
る
折
か
ら
ゆ
く
り
な
く
、

此
も
て
な
し
に
会
ふ
こ
と
の
、
喜
ば
し
さ
よ
」
と
物
語
れ
ば
、
玄

は
ら
か
ら
み
た
り

妙
又
彼
ら
に
向
か
ひ
、
「
我
々
姉
妹
三
人
に
て
、
件
の
賊
婦
ら
を

討
ち
平
ら
げ
、
民
の
悩
み
を
救
は
ん
と
、
欲
す
る
の
ほ
か
他
事
な

し
」
と
、

つ
ぶ
さ
に
由
を
告
げ
に
け
れ
ば
、

世
平
・
候
兵
衛
も
ろ

共
に
、
〈
〉
/
八
〉
そ
の
士
山
を
感
ず
る
の
余
り
、
駿
馬
五
十
匹
、
金
銀

五
百
両
、
鉄

千
斤
を
贈
り
つ
¥
別
れ
を
告
げ
て
帰
り
け
り
。

玄
妙
ら
は
こ
れ
ら
を
受
け
得
て
、
望
む
と
こ
ろ
の
品
々
な
れ
ば
、

馬
は
軍
馬
に
是
を
あ
て
、
文
金
銀
は
軍
用
金
と
し
、
鉄
を
ば
よ
き

つ
る
さ

鍛
冶
を
あ
つ
ら
へ
、
二
振
り
の
剣
を
打
た
せ
つ
¥
玄
妙
こ
れ
を

府
地
早
宮
付
首
和
~

O
/
O差
し
料
と
し
、
関
路
は
力
も
す
ぐ
れ
た
れ
ば
、
大
薙
刀
を



打
た
し
め
て
、
こ
れ
を
宵
龍
丸
【
冷
艶
鋸
(
青
龍
僅
月
万
)
】
と

32 

名
付
け
、
飛
鳥
も
又
い
と
長
き
、
マ
ム
/
玄
矛
を
作
り
て
、
お
の

ひ
ゃ
う
ぐ

/
¥
も
の
ず
き
を
尽
し
つ
¥
鎧
兜
も
等
し
く
調
へ
、
兵
具
こ
とた

ル
¥
く
備
は
り
け
れ
ば
、
「
い
さ
や
時
を
移
さ
ず
し
て
、
う
ち
発

通巻504号 (2015・1)

っ
こ
そ
よ
か
ら
め
」
と
て
、

そ
の
勢
都
合
三
百
余
人
、
長
野
を
さ

し
て
至
り
け
る
。
所
の
守
護
、
ム
/
ム
長
野
の
庄
司
【
劉
意
】
は
、

し
き
り
に
こ
れ
を
喜
び
て
、
ま
づ
玄
妙
が
姓
名
を
問
ふ
に
、
玄
妙

ゆ

か

り

が
先
祖
は
、
禁
一
庭
に
・
因
縁
あ
る
、
殿
上
人
に
で
あ
り
け
る
由
を
、

明治大学教養論集

詳
し
く
語
り
聞
か
せ
し
に
、
庄
司
こ
れ
よ
り
甚
だ
敬
ひ
、
親
し
む

事
親
族
の
知
し
。

」
、
に
又
、

た
い
は
う
を
ち
こ
ち

賞
巾
の
賊
婦
の
内
に
、
大
方
遠
近
【
程
遠
志
】
と

五
百
人
に
閥
凶
(
日
オ
)
/
閥
凶
余
り
た
る
、

お
び
や

ら
を
従
へ
て
、
村
々
里
々
を
脅
か
し
、

な
が
の
、

れ
ば
、
長
野
庄
司
は
憶
へ
か
ね
、

い
へ
る
者
、

賊
徒

家
来
武ぷか
東iす
太む
がる
、事

娘火
蒲Zの
生ふ女口
【く
鄭な

一
箪
の
大
将
と
な
し
、
玄
妙
を
先
駆
け
と
し

靖
}
と
い
ふ
者
奇
、

て
、
大
方
遠
近
を
討
た
し
む
る
に
、
す
で
に
そ
の
勢
三
百
余
大
、

い

は

ね

か

た

岩
根
山
の
、
麓
ま
で
押
し
寄
せ
け
れ
ば
、
賊
の
方
に
も
又
百
余
人
、

備
へ
を
な
し
て
控
へ
た
り
。

か
く
て
大
桑
の
玄
妙
は
、
太
く
還
し
き
馬
に
う
ち
乗
り
、
関
路
・

ば

な

か

お

ん

飛
鳥
を
右
左
に
、
従
は
し
め
て
場
中
に
出
で
、
大
音
あ
げ
て
言
ひ

け
る
は
、
「
や
よ
汝
、
天
に
背
け
る
賊
婦
ど
も
、
敵
は
ぬ
腕
立
て

せ
ん
よ
り
は
、

賊何
軍と
のて
剖ふ早
将すく
刈2降
藻も参
【せ
部ざ
茂る
...... Lー

と と

ふ呼
者ば
、は

ーチる
言E声
のを

聞
く
よ
り
も
、

い
ら
へ
も
O
O
/
O
O
な
さ
で
、
馬
を
飛
ば
し
て
討
っ
て
か
h

る
を
、

そ
れ
と
見
る
よ
り
左
り
に
備
へ
し
、
飛
鳥
は
眼
を
い
か
ら
し
て
、

髪
の
毛
逆
さ
ま
に
立
の
ぼ
り
、
長
や
か
な
る

O
/
O矛
を
う
ち
振

り
、
件
の
刈
藻
を
と
り
止
め
、
只
一
合
に
、
馬
よ
り
下
へ
突
き
落

と
し
、
首
切
り
取
っ
て
し
づ
/
¥
と
、
も
と
の
陣
所
へ
帰
り
た
る
、

て

い

た

ら

く

を

ち

こ

ち

そ
の
為
体
を
見
る
よ
り
も
、
賊
の
大
将
遠
近
は
、
た
ち
ま
ち
怒
り

し

ん

た

う

む

ざ

ん

心
頭
に
発
し
、
無
二
無
三
に
切
っ
て
か
、
れ
ば
、
「
さ
し
っ
た
り
」

と
右
の
方
よ
り
、
出
で
て
関
路
が
せ
き
止
む
る
、
青
龍
丸
と
名
付

し
が
ら
み

け
た
る
、
大
薙
万
の
柵
に
、
さ
、
え
ら
れ
つ
」
遠
近
は
、
大
き

を
ち
か
た

に
恐
れ
て
遠
方
を
、
さ
し
て
搭
ち
ん
と
す
る
所
を
、
関
路
は
す
か

さ
ず
一
な
ぎ
に
、
首
打
ち
落
と
す
手
練
の
切
っ
先
、
心
地
よ
く
こ

そ
見
え
に
け
れ
。

さ
る
程
に
賊
軍
に
は
、
大
将
討
た
れ
て
何
か
せ
ん
と
、
皆
々
降
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(
筒
ウ

-wオ
教
景
の
飛
脚
到
来
す
る
)

か
た
は

参
し
た
り
し
か
ば
、
玄
妙
は
討
ち
取
る
首
を
、
道
の
傍
ら
に
斬
りの

、

か
け
さ
せ
て
、
功
を
お
さ
め
て
立
帰
る
。
か
く
と
聞
く
よ
り
長
野

庄
司
は
、
喜
び
勇
み
出
迎
へ
て
、
玄
妙
・
関
路
・
飛
鳥
は
さ
ら
也
、

諸
軍
勢
に
至
る
ま
で
、
厚
く
思
賞
を
与
へ
つ
h

、
そ
の
夜
酒
宴
を

eeふ
み

の

い

か

ご

催
し
て
、
各
々
を
も
て
な
す
折
か
ら
、
近
江
国
伊
香
の
太
守
、
郡

の

り

か

げ

そ

ん

司
教
景
【
襲
景
】
の
、
早
飛
脚
到
来
し
て
、
黄
巾
の
賊
、
我
が
村

町
を
儲
し
か
す
め
、
乱
暴
狼
籍
大
方
な
ら
ず
。
閥
凶
〈
凶
ウ
・

げ
オ
)
/
闘
凶
早
く
加
勢
を
頼
む
の
由
、
急
を
告
げ
こ
し
た
り
け

う
ま
び

れ
ば
、
庄
司
大
き
に
驚
き
呆
れ
、
玄
妙
に
対
面
し
て
、
こ
と
詳
ら

か
に
説
き
示
し
、
「
い
か
に
す
べ
き
」
と
他
事
も
な
く
、
問
へ
ば

ふ

せ

う

玄
妙
答
ふ
る
?
っ
、
「
身
不
肖
な
れ
ど
も
妾
ら
が
、

a
v
/
A
V
義
兵

を
起
こ
し
て
賊
徒
ら
を
、
平
ら
げ
ん
と
の
心
が
け
は
、
我
が
身
の

た
め
に
す
る
に
は
あ
ら
ず
、
天
下
の
民
を
救
は
ん
と
て
な
り
。
さ

る
か
ら
他
国
の
事
な
り
と
て
、
よ
そ
に
見
な
さ
ん
や
う
や
は
あ
る
。

願
ふ
は
我
が
身
か
し
こ
に
行
き
、
教
景
ぬ
し
を
救
ひ
な
ん
」
と
、

言
ふ
に
庄
司
は
う
ち
喜
び
、
す
な
は
ち
蒲
生
を
さ
し
添
へ
て
、
江

州、|

玄iを
妙主救
はは
先せ
子け
にる
進
み

す
で
に
江
州
に
赴
き
け
れ
ば
、

賊
軍
近
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〈

η
ウ
・
刊
同
オ

玄
妙
、
賊
徒
を
退
け
る
)

て
い
た
ら
く

そ
の
為
体
を

か
し
ら

0
0
/
0
0
・っか
Y

ひ
見
る
に
、
賊
婦
ら
は
特
こ
と
ル
¥
く
、
頭
の
髪

く
押
し
寄
せ
【

V
合
印
の
「
・
」
脱
】
/
・
つ
¥

を
振
り
乱
し
、
黄
な
る
絹
に
て
額
を
包
み
、
八
卦
の
紋
を
書
き
記

し
、
こ
れ
を
目
印
と
す
る
に
や
あ
ら
ん
、
み
な
等
し
く
い
で
た
ち

く
ろ
た
え

た
り
。
玄
妙
が
救
ひ
の
為
に
、
来
た
れ
る
さ
ま
を
見
た
り
け
れ
ば
、

右
と
左
に
ひ
き
分
か
れ
、
防
ぐ
事
さ
も
厳
重
な
り
。
玄
妙
も
手
の

者
ど
も
に
、
下
知
を
伝
へ
て
入
れ
乱
れ
、
カ
を
尽
く
し
て
戦
へ
ど

も
、
賊
徒
が
勢
は
目
上
【
V
「
に
」
の
誤
】
余
る
、
大
勢
に
で
あ

り
け
れ
ば
、
航
ず
の
者
閥
凶
(
げ
ウ

-
mオ
)
/
闘
閣
を
入
れ
替

へ
ノ
¥
、
防
ぐ
も
の
か
ら
玄
妙
は
、
戦
い
あ
ぐ
ん
で
巳
む
こ
と
を

伊
ず
、
あ
は
い
遥
か
に
ひ
き
退
き
、
さ
て
関
路
・
飛
鳥
と
、
事
を

は
か
り
で
言
へ
る
や
う
、
「
今
味
方
に
は
兵
少
な
く
、
こ
の
ま
、

あ

す

攻
め
ば
勝
つ
こ
と
あ
た
は
じ
。
明
日
は
奇
兵
を
出
だ
し
つ
弘
、

口
/
口
賊
が
囲
み
を
破
り
な
ん
。
そ
の
手
立
て
は
か
う
/
¥
」
と
、

ママ

ヨ
刈
と
も
に
は
か
り
つ
¥
関
路
に
は
百
ヨ
人
の
、
者
ど
も
を
従

山
の
左
に
ま
い
や
く
【
V
「
埋
伏
」
カ
】
さ
し
、
飛
鳥

か
ね

に
も
ま
た
百
主
人
の
、
手
勢
を
付
け
て
右
に
伏
せ
置
き
、
「
鉦
を
合

い

っ

と

き

つ

ぐ

図
に
て
、
皆
一
時
に
起
と
る
べ
し
」
と
、
約
束
か
た
め
て
次
の
日

へ
し
め
、
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(
柏
山
ウ
・
叩
オ
教
景
、
玄
妙
ら
を
賞
す
)

に
、
玄
妙
・
蒲
生
ひ
と
手
に
な
り
、
囚
凶
凶
/
囚
附
凶
凶
前
面
よ

り
押
し
寄
す
る
を
、
蛾
の
大
勢
は
か
り
ご
と
、
あ
り
ぬ
べ
し
と
は

A

，lu
応
官

aM
必、

思
ひ
も
寄
ら
ず
、
あ
た
か
も
潮
の
湧
く
ご
と
く
、
競
へ
か
、
り
て

と
き闘

の
声
、
天
地
も
振
る
う
ば
か
り
な
り
。
玄
妙
・
蒲
生
は
か
り
そ

い
つ
わ

め
に
、
し
ば
ら
く
戦
ふ
て
い
に
見
せ
、
偽
り
て
負
け
て
引
退
く
に
、

あ
と

賊
徒
は
得
た
り
と
勝
つ
に
乗
っ
て
、
後
よ
り
急
に
追
ひ
来
た
れ
ば
、

玄
妙
は
さ
も
こ
そ
と
、
心
に
喜
び
い
よ
い
よ
は
か
り
て
、
且
戦
ひ

且
走
り
て
、
思
ふ
場
所
ま
で
追
っ
か
け
さ
せ
、
よ
き
潮
合
ひ
を
見

一
度
に
鉦
を
鳴
ら
し
に
け
れ
ば
、
左
の
方
よ
り
関
路

お
め

が
勢
、
ど
っ
と
喚
い
て
斬
っ
て
出
づ
れ
ば
、
又
右
よ
り
は
飛
鳥
が

あ
は
せ
て
、

手
勢
、
双
方
等
し
く
群
が
り
起
こ
り
、
左
右
に
挟
ん
で
撃
っ
て
か
h

る
。
時
分
は
よ
し
と
玄
妙
も
、
と
っ
て
返
し
て
一
一
一
方
よ
り
、

お

つ
取
り
囲
ん
で
攻
め
た
つ
る
に
、
賊
徒
ら
奇
兵
に
驚
き
慌
て
、
切
っ

ろ
た
へ
騒
ぎ
て
お
の
が
ま
に
ノ
¥
、
四
方
八
面
へ
逃
げ
散
れ
ば
、

玄
妙
得
た
り
と
勢
ひ
に
乗
っ
て
、
息
を
も
つ
が
せ
ず
伊
香
な
る
、

と

り

で

ン

察
近
く
に
追
ひ
至
れ
ば
、
大
守
教
景
門
お
し
聞
か
せ
、
ま
っ
し
ぐ

ら
に
撃
っ
て
出
づ
れ
ば
、
賦
婦
ら
前
後
に
度
を
失
ひ
、
あ
る
ひ
は

う

わ

う

ぎ

わ

う

討
た
れ
あ
る
ひ
は
逃
げ
失
せ
、
右
往
左
往
に
な
り
ゆ
く
も
の
か
ら
、
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(
旬
ウ

-mオ
賊
軍
、
火
攻
め
に
あ
う
)

た
ち
ま
ち
静
誰
し
た
る
に
ぞ
、
教
景
が
喜
び
斜
め
な
ら
ず
、
玄
妙
・

関
路
、
飛
鳥
・
蒲
生
ら
、

そ
の
他
も
ろ
/
¥
の
女
ば
ら
、
又
雑
兵

ら
に
至
る
ま
で
、
重
く
思
賞
を
与
へ
つ
¥
且
厚
く
ね
ぎ
ら
ひ
て
、

し
ば
ら
く
こ
〉
に
口

V
以
下
有
脱
。
脱
落
部
分
は
、
原
作
『
通
俗
三
国
士
山
』
巻
一
に
お

け
る
、
以
下
の
一
節
に
相
当
す
る
。

太
守
大
に
醤
び
、
霊
く
諸
将
を
賞
し
け
れ
ば
、
部
靖
軍
を
収

め
て
、
幽
州
に
回
ら
ん
と
す
。
時
に
玄
徳
申
さ
れ
け
る
は
、

「
近
ご
ろ
中
郎
将
塵
植
、
勅
命
を
受
て
、
賊
の
首
将
張
角
と
、

広
宗
に
て
戦
ふ
と
聞
り
。
我
昔
し
公
孫
噴
と
共
に
、
庫
植
を

師
と
せ
り
。
:
:
:

き

も

た

ま

づ

さ

A
A
聞
及
び
ぬ
。
我
が
身
は
昔
玉
梓
【
公
孫
噴
】
と
、
い
へ
る
者
と

惨
な
た
ち
ば
な

も
ろ
共
に
、
虚
橘
【
虚
植
】
に
も
の
学
び
し
て
、
親
し
き
師
弟

(
九
丁
裏
)

の
ち
な
み
あ
り
。
今
我
が
身
か
し
こ
に
行
き
て
、
力
を
合
は
せ
て

賊
徒
ら
を
、
平
ら
げ
ん
と
思
ふ
也
」
と
、
聞
い
て
岡
凶

「
す
べ
て
絵
組
み
は
、
本
文
よ
り
先
に
出
づ
。
そ
の
心
得
で

読
み
給
ふ
べ
し
。

(
同
ウ
・
叩
オ
〉

闘
凶
蒲
生
は
答
へ
て
言
ふ
ゃ
う
、
「
御
身
の
豆
菜
は
さ
る
事
な
が



し
ゅ
う

ら
、
わ
な
み
は
主
の
仰
せ
を
受
け
ね
ば
、
軽
々
し
く
は
ゆ
き
が
た

ゆ

か

た

し
。
御
身
も
し
行
き
給
は
Y
、
兵
糧
は
わ
な
み
方
よ
り
、
心
の
ま
L

に
つ
ぎ
参
ら
せ
ん
。
と
く
/
¥
思
ひ
起
こ
し
給
へ
。
残
れ
る
勢
は

」
と
ル
¥
く
、
わ
な
み
率
い
て
帰
る
べ
し
」
と
、
ニ
一
一
口
ふ
に
玄
妙
は

さ
ら
ば
と
て
、
大
守
教
景
に
い
と
ま
を
告
げ
、
蒲
生
に
は
引
分
か

れ
て
、
関
路
・
飛
鳥
と
も
ろ
共
に
、
は
な
が
き
の
庄
に
至
り
、
絶

は
な
た
ち
ば
な

え
て
久
し
き
虚
橘
に
、
ま
み
え
て
こ
と
の
や
う
を
語
れ
ば
、
虚

橘
は
思
ひ
が
け
な
き
、
玄
妙
が
手
の
者
を
、
あ
ま
た
引
連
れ
来
た

墨川亭雪屑『傾城三国志』翻刻(ー)37 

(
却
ウ
梁
・
七
宝
姉
妹
)

る
を
見
て
、
喜
び
色
に
表
は
れ
て
、
懇
ろ
に
も
て
な
し
つ
h

、
し

と
て

ば
ら
く
手
下
に
留
め
置
き
ぬ
。す

せ

ん

此
折
か
ら
、
賊
徒
の
主
将
数
千
の
勢
に
て
、
は
な
が
き
の
圧
に

た
む
ろ

屯
し
、
車
橘
が
手
の
者
と
、
日
久
し
く
戦
へ
ど
も
、
は
か
メ
¥
し

き
勝
負
も
な
く
、
空
し
く
日
ご
ろ
を
経
る
ま
、
に
、
庇
橘
は
玄
妙

を
、
近
く
招
き
て
一
示
す
ゃ
う
、
「
今
賊
徒
ら
こ
と
メ
¥
く
、
要
室
口

の
地
に
引
寵
も
り
、
折
々
山
で
て
戦
へ
ば
、
急
に
勝
負
は
あ
る
べ

か
ら
ず
。
か
の
賊
婦
苦
角
が
、
妹
梁
・
七
宝
と
、
呼
ば
る
、
者

コ
ハ
八
も
ろ
共
に
、
閥
凶
(
叩
ウ

-mオ
)
/
闘
困
当
国
国
見
山
に

だ

け

あ

か

ね

た
て
龍
も
り
、
大
嵩
【
皇
甫
嵩
】
・
朱
根
【
朱
佳
問
】
と
攻
め
戦
ふ
。

す
く

今
御
身
に
百
余
人
の
、
勢
を
選
り
て
与
ふ
べ
し
。
急
ぎ
こ
れ
よ
り

国
見
山
の
、
麓
な
る
朱
根
ら
が
、
饗
に
行
き
て
戦
ひ
を
、
助
け
給

は
Y
彼
ら
が
為
に
は
、
こ
よ
な
き
幸
ひ
と
い
ひ
つ
べ
し
。
御
身
が

心
い
か
に
ぞ
や
」
と
、
言
ふ
に
玄
妙
一
義
に
及
ば
ず
、

す
ぐ
さ
ま
彼
処
に
ゆ
き
て
、

ふ
た
か
た

二
方
に
告
げ
知
ら
し
、

て
う
じ
ゃ
う
し
た
、

牒
状
を
認
め
給
へ
、

「
然
ら
ば

そ
の
.11>..わ

芝芝御
も 7 身
た吉が
ら 支 所
しと三存
ゆ ず を
き に
て加4ば、 h 有

'.J '? 
二 主 べ か
方士しに
に υ 、
ままか
みづの

ゆ
べ
し
」
と
て
、

そ
れ
よ
り
玄
妙
は
虚
橘
が
、
牒
状
を
携
へ
て
、



38 

量
川
亭
層
一
割
麿
作
(
印
)

国
見
山
に
ぞ
赴
き
け
る
。
回
附
閣
凶

五
渡
亭
国
貞
画
(
印
)

通巻504号 (2015・1)

世浄
聞書
に金
類R川
な
き
お
ん
顔
の

書t
粉R
薬
艶
仙
女
香

一
包
四
十
八
分
。

江
戸
京
橋
南
代
一
丁
目

同
じ
く
黒
油
、
白
髪
染
め
薬
美
玄
香
、

東
側
角

坂
本
氏
製
(
加
ウ
)

明治大学教養論集

一
貝
四
十
八
分
。

《
第
二
冊

後
表
紙
封
面
》

※
明
大
図
書
館
蔵
本
に
よ
る

V
「
文
政
十
三
年
庚
寅
孟
春
新
梓
」
。
こ
こ
に
見
え
る
本
作
第

エ
編
は
、
文
政
十
四
年
(
天
保
二
年
)
に
刊
行
さ
れ
た
。

『
月
之
夜
神
楽
加
の
作
者
市
川
三
升
は
、
七
代
田
団
十
郎

の
筆
名
で
、
実
際
は
五
柳
亭
徳
升
の
代
作
。

〈
か
ん
だ
・
ま
さ
ゆ
き

法
学
部
准
教
授
)


